
￣~￣--￣￣￣~￣~￣￣~￣－－~－－－－￣－－－－－￣

瀞

国立大学協会 i鰯；

會報
昭和３７年６月

第22号

－
凸

驫一一一一一一一ツ

一
、
事
業
報
告

第
二
十
一
一
一
回
総
会
、
役
員
会
、
委
員
会
…
…
等

二
、
調

査

三
、
会
計
報
告

昭
和
三
十
六
年
度
決
算

昭
和
三
十
七
年
度
予
算
案

四
、
彙

報

会
則
、
各
役
員
、
各
委
員
等
一
覧
表
、
要
望
書
…
…
等

蕊
（
蕊

》
露
鱗



一騒
慰

昭
和
三
十
七
年
度
国
立
学
校
予
算
小
観

（
第
四
○
回
国
会
成
立

池
田
内
閣
）

（
主
と
し
て
国
立
大
学
、
同
付
属
病
院
、
付
置
研
究
所
の
歳
出
予
算
に
つ
い
て
）

東
京
工
業
大
学
事
務
局
長
佐
藤
憲
一
一
一
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
一
一
一
一

８７６
、や、

５４
、、

３２１
、､､

二
、
調
査

「
事
業
報
告

一
般
教
育
特
別
委
員
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｜

第
一
常
置
委
員
会
小
委
員
会
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
・
一

第
一
一
一
、
第
四
常
置
委
員
会
同
専
門
委
員
会
合
同
委
員
会
（
昭
和
三
六
・
一
○

・
一
○
）
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
：
…
：
…
・
…
…
…
…
…
一

第
一
一
一
、
第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
六
・
二
・
一
○
）
…
…
一
一

第
一
一
十
三
回
総
会
開
催
前
日
開
か
れ
た
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
六
・
一
一
・
一

一〈）：：。：。：。：。。：：：：：：：：・・・：。：。：：：。。：・・・：・・・：。：：・・・：。：・・・：：。一一一

第
一
一
十
一
一
一
回
総
会
（
昭
和
一
一
一
六
・
二
・
一
七
、
一
八
両
日
）
…
…
…
…
…
四

第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
七
・
一
・
一
一
五
）
：
…
…
…
：
…
：
九

役
員
会
（
昭
和
一
一
一
七
・
四
・
一
一
一
）
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
一
○

会
報

次

へ
。
Ｐ
Ｊ
Ｏ
ｄ
ｈ
‐

一軍ｌ圭一》Ｉｌｌ１－－へ鶴’一蝿人

（
第
二
十
二
号
）

１１１０９
、、､

８７６５４３２１
、、、、､、、､

昭和一一一十六年度一期棚鯏ｌｌｌＨ駄嚥弧朋一一一十
附
財
産
目
録

昭和一一一十七年度〈顕柵柳一一什叱榊弧朋一一一十

四
、
彙

報

三
、
会
計
報
告

国
立
大
学
協
会
会
則
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
：
…
…
…
：
。
：
…
：
二
七

国
立
大
学
協
会
役
員
一
覧
表
：
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
二
八

各
常
置
委
員
会
委
員
一
覧
表
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
一
一
八

第
一
常
置
委
員
会
小
委
員
会
委
員
一
覧
表
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…
二
九

各
専
門
委
員
一
覧
表
…
：
…
…
…
：
…
：
…
…
…
：
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九

要
望
書
の
提
出
（
第
一
一
十
一
一
一
回
総
会
）
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
：
：
：
…
一
一
一
○

国
立
文
教
施
設
整
備
費
増
額
に
関
す
る
懇
談
会
：
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
一
一
三

昭
和
三
十
七
年
度
以
降
の
大
学
卒
業
予
定
者
の
就
職
に
関
す
る
申
合
わ
せ

に
つ
い
て
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
一
一
一
一
一

前
会
長
矢
内
原
忠
雄
先
生
告
別
追
悼
式
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
一
一
一
一
一
一

前
理
事
戸
田
正
一
一
一
先
生
御
逝
去
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
一
一
一
一
一
一

干
葉
大
学
長
荒
木
直
躬
先
生
御
逝
去
：
．
…
：
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一
一
一
一

慰
慰
』国
立
大
学
協
会

lｉ

叩〉決算：……・…１…：二五

日
》

日
〉
予
算
案
：
：
…
：
…
…
一
一
六

慰
鶴



「鰯
一
鰯２
第
一
常
置
委
員
会
小
委
員
会

第
一
一
十
一
一
一
回
総
会
（
昭
和
一
一
一
十
六
年
十
一
月
十
七
・
十
八
両
日
開
催
）
以
降
に
お

け
る
こ
の
委
員
会
の
開
催
年
月
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
一
一
一
七
・
一
・
一
一
四
（
水
）
第
ｎ
回

〃
一
一
・
一
一
一
（
水
）
第
咀
回

〃
一
二
・
七
（
水
）
第
ｕ
回

〃
四
・
一
一
○
（
金
）
第
咀
回

森
戸
委
員
長
か
ら
、
第
一
一
十
一
一
一
回
総
会
（
昭
和
一
一
一
十
六
年
十
一
月
十
七
日
・
十
八

日
の
両
日
開
催
）
に
お
い
て
報
告
の
通
り
、
昭
和
一
一
一
十
四
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
、

昭
和
一
一
一
十
六
年
十
一
月
六
日
に
い
た
る
前
後
十
八
回
の
委
員
会
議
を
開
催
し
、
熱
心

に
調
査
研
究
を
重
ね
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
特
別
委
員
会
を
打
ち
切
る
よ
う
第
一
一

十
一
一
面
総
会
に
報
告
さ
れ
、
そ
の
承
認
を
得
た
。

国
立
大
協
会
は
「
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
各
大
学
よ
り
予
約
申
込
を
受
け
、
六
千
部
を
印

刷
し
、
昭
和
一
一
一
十
七
年
一
一
一
月
に
各
大
学
長
宛
に
そ
れ
ぞ
れ
小
包
郵
便
を
も
っ
て
送
付

し
た
。

な
お
、
こ
の
「
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
に
つ
い
て
」
の
巻
頭
に
、
森
戸
先
生
の

「
ま
え
が
き
」
に
詳
細
に
わ
た
り
発
行
に
関
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で

こ
こ
に
は
そ
の
重
複
を
避
け
る
。
追
て
左
記
宛
に
も
参
考
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し

た
。
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
、
大
学
基
準
協
会
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
、
日
本

私
立
大
学
協
会
、
公
立
大
学
協
会
、
私
立
大
学
懇
話
会
、
日
本
学
術
会
議
、
民
主
教

育
協
会
、
等
。

「
事
業
報
告

１
｜
般
教
育
特
別
委
員
会 ロ

、へ慰一鋼

日
時
昭
和
三
六
・
一
○
・
一
○
（
火
）
午
前
一
○
時
よ
り

場
所
東
京
大
学
講
堂
南
側
会
議
室

出
席
者
各
委
員
長
、
各
委
員
、
各
専
門
委
員

文
部
省
西
田
学
生
課
長

欠
席
者
委
員
、
大
分
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
東
京
教
育
、
金
沢
、
東
京
水

産
、
京
都
学
芸
大
学
長
、
専
門
委
員
、
一
橋
、
名
古
屋
、
山
梨

大
学
学
生
部
長

都
崎
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会
、
代
員
出
席
者
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
東
北
大
学
長

よ
り
、
七
大
学
よ
り
の
要
望
事
項
目
有
能
な
学
生
部
職
員
の
採
用
確
保
に
対
す
る
措

置
（
枠
外
任
用
）
に
つ
い
て
、
自
学
生
部
次
長
に
教
育
職
俸
給
表
白
を
適
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
目
学
生
の
健
康
管
理
強
化
（
専
門
保
健
医
の
確
保
、
課
の
新
設
等
）
に

つ
い
て
、
そ
の
要
望
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
西
田
学
生
課
長
よ
り
、
配
布
資

料
目
学
徒
厚
生
審
議
会
の
答
申
Ⅲ
大
学
に
お
け
る
学
生
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
組
織

お
よ
び
そ
の
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
、
②
大
学
に
お
け
る
学
生
の
健
康
管
理
の
改
善

に
つ
い
て
（
略
）
、
目
昭
和
三
四
、
九
、
一
五
、
附
文
大
生
第
一
一
一
六
七
号
、
局
長
通

知
、
厚
生
補
導
専
門
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
㈲
昭
和
三
六
、
一
○
、
六
附

文
大
生
第
五
六
○
号
、
局
長
通
知
、
集
団
力
学
研
究
員
制
度
に
つ
い
て
の
中
資
料

目
中
の
改
善
試
案
お
よ
び
資
料
目
の
集
団
力
学
研
究
員
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
な
お
九
州
大
学
よ
り
資
料
員
の
集
団
力
学
講
座
は
、
九
州
大
学
教
育
学
部

３
第
一
一
一
、
第
四
常
置
委
員
会
へ
同
専
門
委
員
会

合
同
委
員
会
議
事
要
録

四
月
一
一
十
日
（
金
）
（
第
十
五
回
）
小
委
員
会
開
催
の
際
は
新
ら
た
に
東
京
大
学

法
学
部
教
授
久
保
正
幡
氏
を
専
門
委
員
に
委
嘱
し
て
、
同
氏
も
こ
の
会
議
か
ら
参
加

さ
れ
た
。

「
大
学
の
管
理
運
営
に
関
す
る
国
立
大
学
協
会
第
一
常
置
委
員
会
中
間
報
告
案
」

は
一
応
第
一
一
十
三
回
総
会
に
案
の
ま
ま
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
審
議
未
了
の
点

に
つ
い
て
は
、
な
お
引
続
き
調
査
研
究
中
で
あ
り
、
平
沢
委
員
長
か
ら
第
二
十
四
回

総
会
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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鏑
一
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磯
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勺

が
学
門
の
一
体
系
と
し
て
自
主
的
に
行
う
劃
ｂ
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
補
足
説
明
が

あ
っ
た
。

丁北朏繩雌鯏雛軒鮒瓢繩蒙川川）学生の健康管理の途を開きたい・北
海
道
大
学
で
は
、
事
務
局
に
保
健
課
を
置
き
専
門
の
医
師
が
担
当
さ
れ
て
い
る
。

京
都
大
学
は
事
務
局
に
保
健
診
療
所
を
、
東
京
大
学
で
も
学
生
部
に
学
生
保
健
診
療

所
が
あ
り
、
医
学
部
の
助
教
授
が
所
長
と
し
て
こ
れ
に
当
た
り
、
実
績
を
挙
げ
て
お

ら
れ
る
。
こ
れ
を
全
国
の
大
学
に
割
ｂ
置
い
て
、
職
員
の
健
康
管
理
も
含
め
た
大
学
全

体
の
健
康
管
理
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
る
。
こ
れ
を
具
体
化
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
、
北
海
道
大
学
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
の
診
療
所
の
方
を
専
門
委

員
に
お
願
い
し
て
検
討
の
上
、
具
体
案
を
樹
て
る
こ
と
と
し
た
い
旨
提
案
が
あ
り
こ

れ
に
対
し
、
そ
の
診
療
所
の
職
能
の
範
囲
（
診
断
、
治
療
、
健
康
相
談
）
と
厚
生
省

と
の
関
係
、
医
学
部
を
置
か
な
い
大
学
の
専
門
医
の
置
き
方
と
そ
の
待
遇
、
診
療
施

設
等
の
点
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
、
医
学
部
を
置
か
な
い
大
学
か
ら
も
委
員
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
、
東
京
水
産
大
学
、
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
の
教
官
、
鳥

取
大
学
お
よ
び
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
学
生
部
長
を
煩
わ
す
予
定
で
あ
る
。
‐
ｌ
」

次
に
学
生
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
組
織
お
よ
び
職
制
の
改
善
方
法
に
つ
い
て
、

改
善
試
案
を
中
心
に
し
て
、
厚
生
補
導
の
業
務
内
容
の
明
確
化
、
厚
生
補
導
専
門
職

員
の
定
数
、
身
分
職
名
、
資
格
基
準
、
処
遇
、
研
修
等
に
つ
い
て
種
々
意
見
の
開
陳

が
あ
り
、
組
織
お
よ
び
職
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
専
門
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し

て
取
纏
め
た
上
、
こ
れ
を
各
大
学
に
送
り
意
見
を
聞
く
こ
と
、
な
お
来
年
度
概
算
要

求
を
目
途
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

蕊
一

關
『

４
第
三
、
第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員
会

日
時
昭
和
一
一
一
六
・
一
一
・
一
○
（
金
）
午
前
十
時
１
１
午
後
一
一
一
時
一
一

十
分

場
所
東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

出
席
者
都
崎
委
員
長
、
各
専
門
委
員

（
欠
席
者
）
北
村
委
員
長

ｂ
鰯
．

彌
’

文
部
省
西
田
学
生
課
長
、
根
本
事
務
官

都
崎
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会
。

開
会
に
当
り
、
委
員
長
か
ら
、
専
門
委
員
の
交
替
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
紹
介

が
あ
っ
た
。

（
新
）

（
旧
）

金
沢
大
学
学
生
部
長

天
羽
良
司

鬼
頭
英
一

窯
古
屋
大
学
学
生
部
長
柏
木
千
秋

軍
松
鷹
泰

一
、
集
団
力
学
研
究
員
制
度
実
施
状
況
に
つ
い
て

西
田
学
生
課
長
か
ら
、
右
に
つ
い
て
は
、
申
込
み
締
め
切
り
期
日
ま
で
日
は
短

か
っ
た
が
、
十
五
名
（
う
ち
四
名
は
私
立
大
学
）
の
申
込
み
が
あ
っ
た
、
今
回
は
教

育
委
員
会
の
社
会
教
育
担
当
職
員
は
、
一
名
も
な
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
原
専
門
委
員
か
ら
、
こ
の
制
度
は
十
五
名
の
研
究
員
で
十
一
月
一
日
か
ら
発

足
し
た
。
こ
の
制
度
に
つ
き
新
聞
社
や
学
生
代
表
か
ら
、
こ
の
内
容
に
つ
き
た
だ

さ
れ
－
部
に
は
印
刷
物
を
示
し
た
と
こ
ろ
納
得
し
、
正
式
に
は
抗
議
の
対
象
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
東
北
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
教

諭
は
別
と
し
て
各
大
学
学
生
の
学
生
補
導
厚
生
の
関
係
職
員
で
大
体
若
い
人
々

で
い
ず
れ
も
大
学
卒
業
生
の
立
派
な
人
々
で
、
楽
し
く
受
講
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
ま
り
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
学
生
部
は
、
宿
泊
所
等
単

な
る
事
務
的
世
話
の
み
で
制
度
そ
の
も
の
に
は
何
等
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

二
、
学
生
の
厚
生
補
導
の
組
織
に
つ
い
て

前
回
に
引
き
続
き
話
し
合
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
委
員
長
か
ら
、
関
東
甲
信
越
地
区
に
お
け
る
学
生
部
の
組
織
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
大
体
は
学
生
課
、
厚
生
課
に
分
れ
て
い
る
が
、
ほ

か
に
教
務
課
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
な
か
に
は
学
生
部
が
独
立
し
な
い
も
の

学
生
課
の
な
い
も
の
が
あ
る
。
課
の
職
務
内
容
や
用
語
等
は
全
く
区
々
で
一
定

し
て
い
な
い
。
事
務
局
は
大
体
、
庶
務
会
計
施
設
の
各
課
が
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、
学
生
部
に
つ
い
て
は
、
何
等
規
定
が
な
い
。
行
政
体
形
を
整
え
な
い
と
定

員
が
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
西
田
学
生
課
長
か

ら
、
文
部
省
で
は
、
課
の
組
織
、
名
称
は
認
可
を
得
る
こ
と
と
し
、
行
政
指
導

綴
轤
》

｡

騨
一

鋼
一

（２）



『
蝿

慰

と
し
て
、
係
ま
で
は
示
さ
な
か
っ
た
が
課
名
の
標
準
分
類
を
示
し
た
。
学
生
課

は
学
生
の
指
導
、
助
言
、
厚
生
課
は
学
生
の
厚
生
福
祉
に
つ
い
て
の
施
設
、
経

済
的
の
相
談
、
保
健
教
務
課
は
修
学
上
の
指
導
、
及
び
事
業
計
画
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
実
施
等
そ
れ
ぞ
れ
の
課
名
と
そ
の
所
掌
事
務
を
示
し
た
か
ら
、
こ
れ
に
よ

れ
ば
い
い
わ
け
で
あ
る
。
綜
合
大
学
は
学
生
課
、
厚
生
課
と
し
、
単
科
大
学
は

教
務
課
厚
生
課
に
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

２
つ
い
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
各
地
区
、
大
学
等
の
実
状
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
て
、
西
田
学
生
課
長
か
ら
、
以
上
の
報
告
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
状
況
の

紹
介
だ
が
、
第
三
常
置
委
員
会
と
し
て
は
、
各
地
区
、
各
大
学
を
離
れ
、
厚
生

補
導
に
つ
き
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
、
そ
の
運
営
組
織
に
つ
い
て
の
根
本

的
の
考
え
方
、
批
判
を
承
り
た
い
。
文
部
省
と
し
て
は
職
制
改
善
の
責
任
者
と

し
て
、
た
だ
実
情
が
困
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い

る
問
題
で
も
あ
り
、
根
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
ど
う
取
り
上
げ
る
か
、
各
大

学
だ
け
の
立
場
か
ら
で
な
く
、
意
見
を
伺
い
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

（
午
後
十
二
時
一
一
十
分
休
憩
、
昼
食
、
午
後
一
時
再
開
）

８
西
田
学
生
課
長
か
ら
、
当
面
の
問
題
と
し
て
は
、
仙
人
を
揃
え
る
こ
と
②
良

い
人
を
採
れ
る
職
制
上
の
途
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
今
の
よ
う
に
事
務
官
だ
け

で
は
な
く
、
助
手
を
入
れ
る
こ
と
は
、
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
一

時
の
腰
掛
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
予
算
上
、

絶
体
数
を
増
加
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
定
数
を
基
準
的
に
す
る
こ
と
は

最
も
大
事
で
、
そ
の
機
構
も
、
第
三
者
に
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
学
生
数
に
よ
っ
て
事
務
官
等
の
数
を
定
め
る
と
よ
い
。
量
的
、
値
的

に
考
え
る
と
実
行
上
不
可
能
で
は
な
い
と
思
う
。
本
委
員
会
で
長
期
的
の
基
準

を
決
め
れ
ば
、
案
外
早
く
決
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
述
べ
た
。

４
事
務
官
の
身
分
で
は
、
本
当
の
厚
生
補
導
の
仕
事
は
で
き
な
い
が
、
第
三
の

職
種
例
え
ば
補
導
職
の
よ
う
な
も
の
を
設
け
て
は
ど
う
か
。
あ
る
大
学
で
は
、

厚
生
補
導
専
門
の
教
授
（
籍
は
学
部
）
を
お
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
実
情

は
教
官
を
必
要
し
、
制
度
上
は
な
い
が
、
大
学
で
決
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
文
部
省
は
指
図
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

５
西
田
学
生
課
長
か
ら
、
学
生
部
の
職
務
の
内
容
と
質
に
つ
い
て
、
教
務
の
主

彦晶〈鋼

年
月
日
昭
和
一
一
一
六
・
一
一
・
一
六
（
木
）

場
所
東
京
大
学
講
堂
内
別
室

第
一
常
置
委
員
会

第
二
〃
〃
〃

第
三
〃
〃
〃

第
五
〃
〃
〃

第
六
〃
〃
〃
同
専
門
委
員
会

右
の
通
り
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
よ
り
明
・
明

後
両
日
開
催
さ
れ
る
第
二
十
一
一
一
回
総
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
９

５
第
一
一
十
三
回
総
会
開
催
前
曰
開
か
れ
た
委
員
会

任
官
、
学
生
主
任
（
奨
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
学
生
生
活
、
環
境
）
、
課
外
教

育
担
当
主
事
（
集
団
活
動
の
指
導
）
、
学
生
の
個
人
指
導
の
主
事
、
（
学
生

サ
ー
ビ
ス
の
施
設
）
、
保
健
室
長
（
医
師
専
任
）
、
学
生
会
館
の
長
、
寮
務
の

主
事
、
相
談
室
長
等
を
示
さ
れ
た
最
初
の
二
つ
は
行
政
官
、
他
は
学
問
的
、
医

学
的
の
専
門
職
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

（
委
員
長
午
後
三
時
所
用
あ
り
退
席
、
斯
波
専
門
委
員
代
っ
て
議
事
を
進
め

た
。
）

６
職
制
に
つ
い
て
は
、
学
部
に
属
し
な
い
教
官
を
お
く
か
、
そ
の
ポ
ス
ト
を
教

官
に
す
る
か
否
か
、
新
た
に
職
を
設
け
る
べ
き
か
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
方
向
に

つ
い
て
、
西
田
学
生
課
長
の
提
要
も
あ
り
、
第
三
常
置
委
員
会
で
検
討
の
必
要

は
な
い
か
。
こ
れ
を
専
門
委
員
に
委
嘱
さ
れ
れ
ば
検
討
し
て
い
い
で
は
な
い

か
。
と
の
意
見
が
あ
り
、
西
田
学
生
課
長
か
ら
も
こ
れ
に
関
す
る
答
申
が
あ
れ

ば
文
部
省
も
処
置
で
き
る
。
必
要
あ
れ
ば
資
料
を
提
供
す
る
と
述
べ
た
。

検
討
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
第
三
常
置
委
員

会
で
決
め
る
こ
と
で
、
専
門
委
員
と
し
て
は
意
見
を
提
出
す
る
の
み
で
い
い
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
答
申
案
提
出
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
課

題
と
し
て
原
案
を
作
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
作
成
に
は
、
関
東
甲
信
越
部
会
で

当
る
こ
と
し
、
資
料
は
文
部
省
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

一鰄一駒
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繍

６
役
員
会
（
第
一
一
十
三
回
総
会
第
一
曰
）

『
議
事
日
程
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
第
二
十
一
一
一
回
総
会
の
議
事
日
程
に
つ
い
て
別
残
に
よ
り
説
明
が
あ

り
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

二
、
第
七
常
置
委
員
会
委
員
長
の
後
任
選
出
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
委
員
長
の
村
上
東
京
学
芸
大
学
長
が
退
任
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後

任
を
選
出
さ
れ
た
い
と
述
べ
協
議
の
結
果
北
川
大
阪
学
芸
大
学
長
が
委
員
長
に
選

ば
れ
た
。

一
一
「
文
部
省
関
係
の
新
聞
記
者
の
傍
聴
の
許
否
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
本
協
会
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
傍
聴
を
許
し
て
は
ど
う
か
と
諮
り
、
種
々

討
議
の
結
果
、
公
開
と
い
う
こ
と
も
適
当
で
は
な
く
、
ま
た
新
聞
記
者
以
外
の
関

係
も
あ
る
の
で
い
ず
れ
原
案
を
作
成
の
上
再
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
今
回
は
傍

聴
し
た
い
者
が
あ
れ
ば
、
心
配
な
い
限
り
許
可
す
る
と
い
う
暫
定
的
措
置
を
採
る

こ
と
と
し
た
。

四
、
議
会
関
係
者
と
の
懇
談
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
昨
日
朝
、
杉
野
目
第
六
常
置
委
員
会
委
員
長
外
三
名
の
方
々
と
、

国
会
議
員
坂
田
自
民
党
文
教
調
査
会
長
外
三
氏
と
懇
談
し
、
文
教
施
設
整
備
に
関

す
る
資
料
を
持
参
詳
細
に
亘
り
説
明
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
県
出
身
の
議
員
と
懇
談
す

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

五
、
大
学
院
学
生
の
奨
学
金
に
つ
い
て

朝
永
東
京
教
育
大
学
長
か
ら
、
右
に
つ
い
て
は
、
理
工
系
と
人
文
社
会
系
と
の

奨
学
金
に
格
差
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
協
会
と
し
て
考
え
る
必
要
は
な

日
時
昭
和
三
匹

場
所
日
本
学
歩

議
題
総
会
巴

出
席
者
会
長
、
←

長

茅
会
長
主
宰
の
下
に
開
会
、

昭
和
一
一
一
六
・
二
・
一
七
（
金
）
午
前
九
時
一
一
一
十
分
１
１
十
時

日
本
学
術
会
議
控
室

総
会
の
運
営
に
つ
い
て

会
長
、
各
副
会
長
、
各
理
事
、
各
監
事
、
各
常
置
委
員
会
委
員

。
辮

慰
一

６
第
一
一
十
三
回
総
会
議
事
要
録
（
第
一
曰
）

い
か
、
ま
た
学
内
に
お
け
る
割
振
り
の
問
題
も
あ
る
と
の
提
案
が
あ
り
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
検
討
を
第
六
常
置
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
と
し
た
。

六
、
そ
の
他

本
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
、
会
議
開
催
に
当
り
、
そ
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
範
囲
に
お

い
て
、
テ
レ
ビ
撮
影
を
許
さ
れ
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
許
容
す
る
こ
と

と
し
た
。

以
上

日
時
昭
和
三
六
。
一
一
・
一
七
（
金
）
十
時

場
所
日
本
学
術
会
議
講
堂

出
席
者
各
国
立
大
学
長

学
長
代
理
出
席
（
東
北
大
学
、
岩
手
大
学
）

欠
席
者
東
京
学
芸
大
学
長

文
部
省
小
林
大
学
々
術
局
長
、
村
山
大
学
課
長
、
蒲
生
庶
務
課
長
、
西

田
学
生
課
長
、
安
養
寺
教
職
員
養
成
課
長
、
宮
地
人
事
課
長
、

安
嶋
会
計
課
長
、
田
中
教
育
施
設
部
長

茅
会
長
議
長
席
に
つ
き
開
会
を
宣
す
、

一
、
議
事
日
程
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
本
総
会
の
議
事
日
程
に
つ
い
て
、
別
残
に
よ
り
説
明
が
あ
り
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

二
、
会
員
及
び
委
員
長
の
交
替
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
前
総
会
以
後
に
お
け
る
会
員
及
び
委
員
長
の
交
替
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
紹
介
さ
れ
た
。

Ｂ
会
員
の
交
替

大
学
名

新
学
長

旧
学
長

群
馬
大
学
長

長
谷
川
秀
治

相
葉

伸
（
学
長
事
務
取
扱
）

東
京
医
科
歯
科
大
学
長
岡
田
正
弘

長
尾

優

金
沢
大
学
長

石
橋
雅
義

一
戸
田
正
三

騨輌」．
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九
州
工
業
大
学
長

妻
木
徳
一

嘉
村
平
八

東
京
学
芸
大
学
長

高
坂
正
顕

付
上
俊
亮

。
委
員
長
の
交
替

委
員
会
名

新
委
員
長

旧
委
員
長

第
三
常
置
委
員
会
委
員
長
都
崎
茨
城
大
学
長

児
玉
徳
島
大
学
長

第
四
常
置
委
員
会
委
員
長
北
村
長
崎
大
学
長

戸
田
金
沢
大
学
長

第
七
常
置
委
員
会
委
員
長
北
川
大
阪
学
芸
大
学
長
村
上
東
京
学
芸
大
学
長

三
、
会
務
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
前
総
会
以
後
に
お
け
る
本
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
報
告
さ
れ
た
。

白
七
月
十
一
一
一
日
、
第
二
十
一
一
回
総
会
の
決
議
に
基
ず
ぎ
、
要
望
書
を
関
係
各
方

面
に
提
出
し
た
。
（
会
報
第
一
一
十
一
号
第
一
一
十
一
一
一
’
一
一
十
六
頁
所
載
）

。
第
一
常
置
委
員
会
は
一
回
、
小
委
員
会
は
三
回
開
催

員
第
三
、
第
四
常
置
委
員
会
と
同
専
門
委
員
会
と
の
合
同
委
員
会
を
十
月
十
日

に
、
第
三
、
第
四
常
置
委
員
会
の
専
門
委
員
会
を
十
一
月
十
日
に
開
催

㈲
一
般
教
育
特
別
委
員
会
は
三
回
開
催
、
そ
の
中
間
報
告
は
次
の
と
お
り
、

Ⅲ
「
教
養
課
程
に
お
け
る
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
」
（
会
報
第
二
十
一
号
二

十
七
’
二
十
八
頁
）

何
「
教
養
課
程
に
お
け
る
保
健
体
育
に
つ
い
て
」
（
会
報
第
二
十
一
号
二
十

八
’
二
十
九
頁
）

②
十
一
月
十
六
日
、
第
一
、
第
一
一
、
第
三
、
第
五
、
第
六
各
常
置
委
員
会
開
催

㈹
九
月
十
一
一
一
日
、
役
員
会
開
催
（
会
報
第
二
十
一
号
十
六
ｊ
十
八
頁
）

⑥
大
学
設
置
審
議
会
委
員
後
任
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

文
部
省
よ
り
、
大
学
設
置
審
議
会
委
員
村
上
東
京
学
芸
大
学
長
と
渡
辺
静
岡

大
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
そ
の
後
任
候
補
者
の
推
薦
方
に
つ
い
て
依
頼
が

あ
り
、
左
記
四
名
を
推
薦
し
た
。
（
会
報
第
二
十
一
号
一
一
十
七
頁
）

村
上
東
京
学
芸
大
学
長

渡
辺
静
岡
大
学
長

黒
沢
横
浜
国
立
大
学
長

高
橋
一
橋
大
学
長

-
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㈹
流
球
大
学
長
を
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
と
し
て
招
待
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
は
都
合

で
出
席
で
き
な
い
旨
返
事
が
あ
っ
た
。

四
、
昭
和
三
十
七
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て

小
林
犬
学
々
術
局
長
よ
り
、
昭
和
三
十
七
年
度
文
教
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い

て
は
、
前
回
に
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
・
科
学
技
術
者
の
養
成
確
保
、
教
官
の
待

遇
改
善
、
教
職
員
の
充
実
、
研
究
費
の
増
額
確
保
、
国
立
大
学
施
設
整
備
充
実
等

文
部
省
の
最
も
大
き
い
予
算
を
占
め
る
教
育
研
究
の
充
実
に
重
点
を
お
い
て
い
る

こ
と
及
び
育
英
奨
学
制
度
の
拡
充
、
学
生
の
生
活
環
境
の
整
備
、
厚
生
補
導
の
充

実
等
に
つ
い
て
も
強
く
要
求
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
旨
を
述
べ
、
別
残
重
点
事
項

別
表
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
振

興
に
つ
い
て
も
、
理
工
系
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
特
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
こ
と

大
学
院
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
、
寄
附
に
よ
る
学
生
会
館
な
ど
の
維
持
運
営
費
、

学
生
会
館
を
置
く
基
準
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
、
以
上
文
教
予
算
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
こ
の
上
と
も
一
層
の
強
力
且
つ
抜
本
的
な
推
進
方
を
要
望
し
た
。

五
、
改
正
給
与
法
の
要
旨
に
つ
い
て

宮
地
人
事
課
長
よ
り
、
別
紙
改
正
給
与
法
の
要
旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

六
、
国
立
文
教
施
設
整
備
に
つ
い
て

田
中
教
育
施
設
部
長
よ
り
、
国
立
文
教
施
設
整
備
の
現
状
と
整
備
五
ヶ
年
計
画

第
二
年
次
の
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
今
後
と
も
一
層
国
会
等
に
対
し
、

文
教
施
設
の
緊
急
整
備
の
必
要
を
要
請
す
る
こ
と
、
各
大
学
に
お
い
て
も
そ
の
県

選
出
議
員
に
働
き
か
け
る
等
そ
の
実
現
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
。

七
、
各
常
置
委
員
会
所
管
事
項
報
告

○
第
一
常
置
委
員
会
平
沢
委
員
長

前
総
会
以
後
、
小
委
員
会
を
開
い
て
大
学
の
管
理
運
営
に
関
す
る
問
題
を
討
議

し
た
が
、
ま
だ
内
容
的
に
検
討
不
充
分
な
点
が
多
に
あ
り
、
各
位
の
意
見
を
聞
く

の
に
便
宜
だ
と
考
え
て
、
別
紙
の
と
お
り
一
応
「
中
間
報
告
」
案
を
作
成
し
た
、

こ
の
問
題
は
各
方
面
と
の
関
係
も
あ
り
、
重
要
な
問
題
を
多
々
含
ん
で
い
る
の
で

充
分
に
御
意
見
を
伺
い
た
い
、
そ
し
て
建
設
的
な
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
、
な
お

学
部
長
の
権
限
、
教
授
会
の
権
限
等
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
ま
だ
検
討
し
て
い

な
い
の
で
引
続
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
、
積
極
的
な
御
意
見
を
承
わ
り

縄
夕
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た
い
。

○
第
二
常
置
委
員
会
久
保
委
員
（
委
員
長
代
理
と
し
て
）

全
国
高
等
学
校
長
協
会
長
か
ら
文
部
大
臣
へ
、
大
学
入
試
制
度
改
善
に
つ
い

て
具
申
が
あ
り
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
こ
こ
に
取
上
げ
て
い
る

問
題
は
円
い
ず
れ
の
大
学
も
原
則
と
し
て
現
役
が
合
格
者
の
多
数
を
占
め
る
べ
き

で
、
そ
れ
に
は
高
校
の
正
常
な
授
業
を
受
け
た
者
で
あ
れ
ば
解
き
得
る
程
度
の
出

題
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
た
め
に
は
国
立
大
学
の
出
題
は
国
と
し
て
統
一
す
べ
き
で

あ
る
、
目
高
校
教
育
課
程
の
改
訂
に
よ
り
、
類
型
の
別
が
一
段
と
明
確
に
な
る
と

と
も
に
必
修
科
目
数
が
多
く
な
る
が
、
受
験
者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
ぬ
よ
う
試

験
科
目
等
に
つ
き
配
慮
さ
れ
た
い
、
自
適
性
に
関
す
る
合
理
的
な
方
法
を
考
究
し

こ
れ
を
併
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
、
㈲
職
業
課
程
履
修
者
に
対
し
て
は
別

枠
を
設
け
る
等
特
別
な
配
慮
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
国
大
学
の
学
年
開
始
期
を

九
月
と
し
入
試
期
を
七
月
に
繰
り
下
げ
ら
れ
た
い
、
な
ど
で
あ
る
が
、
㈲
の
問
題

は
昨
年
の
総
会
で
大
体
結
論
を
出
し
て
い
る
目
の
進
適
に
つ
い
て
は
弊
害
も
あ
り

こ
れ
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
義
が
あ
る
、
国
の
問
題
な
ど
は
困
難
で

あ
る
。
入
試
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
の
事
情
や
関
係
者
の
意
見
も
聞

い
て
、
ゆ
っ
く
り
検
討
し
た
い
。

○
第
三
常
置
委
員
会
都
崎
委
員
長

専
門
委
員
会
を
開
い
て
、
本
年
度
の
学
生
運
動
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
明
日
ま
と
め
て
報
告
し
た
い
。
今
年
、
九
州
大
学
で
実
施
し
た
学

生
補
導
担
当
者
に
対
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
成
功
で
あ
る
、
文
部
省
で
も
来
年
度
も

支
障
な
い
限
り
予
算
化
し
て
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
現
す
る
よ
う

配
慮
願
い
た
に
学
生
部
の
要
員
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
実
情
に
あ
る
の
で
、

公
務
員
試
験
の
枠
か
ら
は
ず
し
て
特
別
職
と
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

は
、
後
日
検
討
し
た
い
。

○
第
四
常
置
委
員
会
北
村
委
員
長

前
総
会
以
後
二
回
委
員
会
を
開
い
て
、
学
生
会
館
、
寄
宿
舎
等
の
問
題
に
つ
い

て
検
討
し
た
、
学
生
会
館
の
増
置
に
つ
い
て
は
文
部
省
と
し
て
も
強
く
取
上
げ
て

い
る
、
学
生
健
康
診
療
所
の
問
題
は
東
大
な
ど
特
に
成
績
を
挙
げ
て
い
る
が
、
医

学
部
の
な
い
大
学
の
健
康
管
理
は
現
・
実
の
問
題
と
し
て
何
等
か
の
対
策
を
講
ず
る

繍
一

必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
、
文
部
省
と
し
て
も
、
実
績
の
あ
る
大
学
か
ら
資
料
を

得
て
、
予
算
化
に
努
め
た
い
と
の
こ
と
、
少
く
と
も
各
大
学
に
助
教
授
級
の
専
任

の
担
当
者
を
確
保
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

茅
会
長
か
ら
最
近
急
増
し
た
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
患
者
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
さ
れ

る
よ
う
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

○
第
五
常
置
委
員
会
梅
原
委
員
長

前
回
の
総
会
に
報
告
し
た
諸
点
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
。
目
各
大
学
の
研
究
の

共
同
利
用
の
拡
大
、
（
東
北
大
金
属
材
科
研
、
岡
山
大
温
泉
研
な
ど
特
に
要
望
）

目
教
官
、
研
究
員
の
宿
舎
不
足
の
解
消
（
学
問
、
人
事
交
流
上
の
支
障
と
な
っ
て

い
る
）
、
㈲
海
外
か
ら
の
研
究
員
の
宿
舎
も
整
備
し
交
流
に
便
宜
を
与
え
る
よ
う

考
慮
す
る
こ
と
、
な
ど
こ
れ
が
推
進
方
に
つ
い
て
討
議
し
た
、
な
お
会
長
よ
り
、

共
同
利
用
研
究
所
の
管
理
、
運
営
の
問
題
も
審
議
に
加
え
ら
れ
た
い
旨
の
要
望
が

あ
っ
た
。

○
第
六
常
置
委
員
会
杉
野
目
委
員
長

前
回
の
決
議
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
曰
大
学
教
官
の
待
過
改
善
目
教

官
研
究
費
の
増
額
㈲
国
立
大
学
施
設
整
備
五
ヶ
年
計
画
の
完
全
実
施
⑨
人
文
、
社

会
科
学
の
振
興
に
つ
い
て
の
要
望
書
は
、
会
報
第
二
十
一
号
一
一
十
一
一
一
頁
’
二
十
六

頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
当
局
に
対
し
要
望
し
た
が
、
更

に
昨
日
坂
田
自
民
党
文
教
調
査
会
長
外
中
村
、
原
贄
田
、
八
木
の
国
会
議
員
諸
氏
と

懇
談
し
要
望
し
た
。
前
総
会
決
定
の
要
望
の
趣
旨
を
更
に
徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
が
、
こ
れ
を
い
か
よ
う
に
取
扱
う
か
、
現
段
階
で
は
文
教
施
設
整
備
を
最
重
点

的
に
取
上
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
、
各
位
の
隔
意
の
な
い
意
見
を
承
っ

て
午
後
更
に
検
討
し
た
い
。

○
第
七
常
置
委
員
会
（
北
川
委
員
長
）

特
に
報
告
す
べ
き
事
項
な
し

○
一
般
教
育
特
別
委
員
会
森
戸
委
員
長

本
委
員
会
は
、
一
昨
年
十
二
月
発
足
以
来
前
後
十
八
回
の
会
議
を
開
催
し
、
重

要
な
問
題
点
を
取
上
げ
て
検
討
審
議
を
重
ね
、
そ
の
結
果
は
そ
の
都
度
報
告
し
て

来
た
が
、
こ
れ
を
一
応
ま
と
め
て
最
後
の
し
め
く
り
と
し
て
別
紙
の
と
お
り
。

般
教
育
に
関
す
る
報
告
の
帰
結
と
要
望
」
を
作
成
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ

繍總》》
綴
）
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一
彌

三
鏑

６
第
一
一
十
三
回
総
会
議
事
要
録
（
第
一
一
日
）

日
時
昭
和
三
六
・
一
一
・
一
八
（
士
）
午
前
九
時
一
一
一
○
分

場
所
日
本
学
術
会
議
講
堂

出
席
者
第
一
日
に
同
じ

茅
会
長
議
長
席
に
つ
き
、
開
会
を
宣
す

一
、
各
常
置
委
員
会
所
管
事
項
の
報
告

第
一
常
置
委
員
会
平
沢
委
員
長

昨
日
の
御
発
言
の
内
容
な
ど
も
参
酌
し
て
話
し
合
っ
た
が
、
ま
と
め
て
申
し
上

げ
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
、
今
後
十
分
に
検
討
し
た
に
ま
だ
大
学
内
の
管
理

運
営
の
問
題
、
国
・
文
部
省
と
の
関
係
な
ど
の
問
題
も
残
っ
て
い
る
が
、
熊
本
大

学
長
に
も
小
委
員
に
加
わ
っ
て
頂
い
て
検
討
を
続
け
た
に
今
後
の
審
議
の
方
針

と
し
て
は
、
過
去
の
歴
史
的
事
実
と
同
時
に
、
日
本
の
現
実
の
上
に
立
っ
て
、
大

学
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
、
大
き
な
線
を
出
し
た
い
、
実
際
の
運
営
は
何
と
い
っ

て
も
良
識
あ
る
自
主
的
運
営
に
あ
る
と
思
う
の
で
、
正
し
い
姿
を
考
え
な
が
ら
余

裕
の
あ
る
も
の
を
考
え
た
い
。
な
お
、
評
議
会
・
教
授
会
の
権
限
に
つ
い
て
も
、

ま
だ
結
論
が
出
な
い
が
、
主
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

朝
永
東
京
教
育
大
学
長
、
今
中
佐
賀
大
学
長
そ
の
他
か
ら
、
大
学
の
自
治
の
本

質
、
教
授
会
と
評
議
会
、
評
議
会
と
学
長
、
教
授
会
と
学
部
長
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
意
見
並
び
に
質
疑
応
答
が
あ
り
、
ま
た
大
学
に
よ
っ
て
は
成
長
の
途
上
に
あ

り
併
せ
て
そ
の
要
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
、
ま
だ
縦
割
り
横
割
り
の
問

題
な
ど
も
残
さ
れ
て
充
分
意
を
尽
さ
な
い
が
、
こ
れ
で
本
委
員
会
の
任
務
は
一
応

終
了
し
た
も
の
と
御
了
承
を
得
た
い
、
な
お
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
報

告
を
と
り
ま
と
め
て
別
冊
に
し
て
、
一
般
教
育
担
当
の
教
官
に
も
差
し
上
げ
る
よ

う
準
備
し
た
い
と
附
言
さ
れ
た
。

会
長
よ
り
、
一
般
教
育
担
当
教
官
に
も
配
布
す
る
こ
と
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
了

承
さ
れ
た
。

午
后
は
各
常
置
委
員
会
毎
に
夫
々
審
議
し
た
。

、
ハ
ダ
ヘ
鞠

る
も
の
も
あ
り
、
あ
ま
り
に
細
部
に
亘
っ
て
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
ど
う
か
、

そ
の
た
め
に
良
識
を
持
ち
込
む
余
裕
が
な
く
な
る
お
そ
れ
は
な
い
か
、
現
に
折
角

良
識
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
る
も
の
を
そ
の
た
め
に
動
き
の
と
れ
な
い
も
の
に
改

悪
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
充
分
に
検
討
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
。

な
お
、
第
一
常
置
委
員
会
の
所
管
事
項
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
要
望
が
左
記
二

件
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

目
全
国
々
立
大
学
図
書
館
長
会
議
か
ら
、
会
長
に
対
し
、
附
属
図
書
館
長
を
大

学
評
議
員
の
一
員
に
加
え
る
こ
と
及
び
館
長
の
任
期
を
三
年
と
す
る
こ
と
に
つ

き
、
そ
の
実
現
方
を
要
望
し
て
来
た
が
、
第
一
常
置
委
員
会
と
し
て
検
討
の
結

果
は
、
各
大
学
で
自
主
的
に
適
宜
に
処
置
す
る
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
と
考
え

た
。

目
文
部
省
所
轄
並
び
に
国
立
大
学
附
置
研
究
所
長
会
議
連
絡
委
員
会
委
員
長
か

ら
、
会
長
に
対
し
、
「
研
究
所
に
お
け
る
大
学
院
問
題
に
つ
い
て
」
の
要
望
の
実

現
方
に
つ
い
て
願
い
出
が
あ
り
、
第
一
常
置
委
員
会
と
し
て
は
研
究
所
が
大
学

院
の
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
養
成
の
上
か
ら
見
て
も
、

人
的
の
面
か
ら
見
て
も
異
論
は
な
い
が
、
本
質
的
に
は
今
少
し
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
研
究
所
を
歴
史
的
に
見
る
と
そ
の
内
容
等
色
々
あ
る

現
に
大
学
院
の
教
育
に
参
与
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
適
宜
参

与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
学
部
と
対
等
と
い
う
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
趣

旨
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
無
理
の
な
い
よ
う
に
ゆ
き
た
い
。
叉
共
同
利
用
研
究

所
の
問
題
も
あ
り
、
こ
の
問
題
は
文
部
省
の
研
究
所
協
議
会
で
の
研
究
を
待
っ

て
研
究
し
た
い
、
第
五
常
置
委
員
会
に
も
関
連
す
る
と
思
う
が
、
今
少
し
具
体

的
に
検
討
し
た
い
。

第
二
常
置
委
員
会
久
保
委
員
（
委
員
長
代
理
）

全
国
高
等
学
校
長
協
会
長
か
ら
文
部
大
臣
に
具
申
し
た
、
大
学
入
試
制
度
改

善
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
結
果
、
一
応
次
の
よ
う
な
結
論
を
得

た
。
曰
入
試
問
題
出
題
の
全
国
的
統
一
は
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。
目
問
題

が
難
解
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
批
判
も
あ
り
、
出
題
範
囲
に
つ
い
て
は
検
討
の

必
要
が
あ
ろ
う
。
文
部
省
で
も
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。
目
進
適
問
題
は
、

全
然
否
定
は
し
な
い
が
、
合
理
的
な
方
法
が
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
－
た
ん
廃
止
』

縄
駒
〆
当

』繍一
一
瞬

（７）



鱗
・

鰯 の
制
度
を
再
び
取
上
げ
る
こ
と
は
賛
成
で
な
い
。
㈲
職
業
課
程
か
ら
の
入
試
に

特
別
措
置
を
講
ず
る
点
は
、
各
大
学
で
し
か
る
べ
く
考
慮
さ
る
こ
と
は
よ
い
と

し
て
も
、
特
別
扱
に
規
制
す
る
こ
と
は
、
制
度
上
の
重
要
問
題
で
あ
る
だ
け
に

軽
々
し
く
結
論
を
出
す
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

第
三
常
置
委
員
会
都
崎
委
員
長

学
生
部
の
職
制
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
、
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則

に
は
、
「
学
生
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
厚
生
補
導
に
関

す
る
部
を
置
く
」
と
あ
る
が
、
昭
和
一
一
十
四
年
事
務
局
か
ら
独
立
し
て
以
来
、

課
の
名
称
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
文
部
省
で
は
学
生
課
、
厚
生
課
の
一
一
課
を
考

え
て
い
る
が
、
教
務
課
を
置
く
大
学
も
あ
る
、
掛
の
名
称
、
数
及
び
そ
の
所
掌

事
項
も
大
学
に
よ
っ
て
非
常
に
違
う
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
際
在
る
べ
き
幾
つ
か

の
型
に
分
け
て
、
学
生
部
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
そ

の
仕
事
の
内
容
な
ど
も
調
査
し
検
討
し
た
い
。
ま
た
事
務
的
な
面
の
職
制
や
人

的
構
成
は
一
般
的
な
事
務
組
織
で
よ
い
が
、
学
生
の
補
導
面
に
つ
い
て
は
専
門

職
を
必
要
と
す
る
、
そ
の
職
名
は
「
教
官
」
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
学
生

は
学
部
に
所
属
し
、
そ
の
補
導
は
当
然
教
官
が
当
た
る
べ
き
も
の
で
、
た
だ
講

義
を
持
た
な
い
教
官
を
学
生
部
に
置
く
点
に
問
題
が
残
る
が
、
制
度
上
学
部
に

属
し
な
い
専
任
の
補
導
教
官
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
が
あ
る
。
ま
た
当
面
の
問
題
と
し
て
は
、
学
生
部
に
優
秀
な
人
材
が
得

難
い
問
題
が
あ
る
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
の
枠
外
に
お
く
な
ど

特
別
な
扱
い
が
出
来
る
よ
う
考
慮
さ
れ
た
い
こ
と
、
今
後
は
学
生
の
健
康
保
健

管
理
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
た
い
の
で
、
専
門
家
に
委
嘱
し
て
、
専
門
委
員
会

で
充
分
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

次
に
大
学
院
学
生
の
奨
学
金
の
問
題
に
つ
い
て
文
部
省
西
田
課
長
よ
り
事
情

を
聞
い
た
、
現
在
の
八
、
○
○
○
円
、
一
○
、
○
○
○
円
、
一
二
、
○
○
○
円
の

三
種
を
修
士
は
一
○
、
○
○
○
円
博
士
は
一
五
、
○
○
○
円
に
、
更
に
理
工
は
こ

れ
に
五
、
○
○
○
円
を
加
え
た
も
の
を
要
求
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な

お
育
英
か
ら
後
継
者
の
養
成
に
移
行
し
て
来
た
現
状
か
ら
し
て
、
少
く
と
も
博

士
課
程
の
学
生
に
対
し
て
は
給
費
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
今
ま

で
は
育
英
会
が
大
学
毎
に
枠
を
決
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
計
画
的
人
材
養
成
の

観
点
か
ら
文
部
省
が
目
標
を
定
め
て
計
画
を
樹
て
、
審
議
会
を
通
じ
て
決
め
る

己

慰

綴り

必
要
が
あ
ろ
う
。
か
か
る
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
ら
と
の
意
見
も
出
た
。
こ

の
人
材
養
成
計
画
は
協
会
自
身
で
は
出
来
な
い
の
で
文
部
省
で
十
分
考
え
ら
れ

る
よ
う
、
こ
こ
で
特
に
お
願
い
し
要
望
し
た
い
。

以
上
の
諸
点
に
対
し
、
大
学
院
学
生
と
助
手
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
自
然
科
学
系

学
生
と
人
文
社
会
系
学
生
と
の
奨
学
金
額
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
等
に
つ
い
て
質

疑
応
答
が
あ
り
、
こ
の
問
題
は
橋
頭
壁
を
築
く
意
味
に
お
い
て
、
一
応
一
五
、
○

○
○
円
ｊ
二
○
、
○
○
○
円
と
し
、
今
後
計
画
養
成
等
と
も
に
ら
み
合
わ
せ
、
妥

当
性
、
特
殊
事
情
も
考
え
た
上
、
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
推
進
し
て
ゆ

く
こ
と
と
し
た
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
四
常
置
委
員
会
北
村
委
員
長

学
生
の
厚
生
特
に
健
康
管
理
を
強
力
に
推
進
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
文
部
省

に
お
願
い
し
て
純
増
で
各
大
学
に
助
教
授
叉
は
教
授
一
名
を
増
置
し
、
学
生
の

診
療
と
同
時
に
健
康
管
理
を
専
ら
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
い
と
の
要
望

が
出
た
。
医
学
部
を
置
く
大
学
は
容
易
だ
が
、
医
学
部
を
置
い
て
な
い
大
学
は

医
学
部
の
あ
る
近
く
の
大
学
か
ら
面
倒
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
す
れ
ば
よ
い
で

は
な
い
か
、
文
部
省
と
し
て
は
講
義
を
持
た
な
い
で
、
学
生
の
健
康
管
理
専
門
の

教
官
を
置
く
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
技
官
で
は
ど
う
か
と
の
こ
と
だ
が
、

教
官
で
な
い
と
人
を
得
る
の
に
困
難
で
あ
る
、
が
要
は
学
生
の
診
療
、
健
康
管

理
に
専
ら
従
事
す
る
者
一
名
を
増
配
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
特
に
こ
の
点
を
要

望
し
た
い
。
そ
の
他
学
生
健
康
保
険
組
合
の
設
置
、
学
校
安
全
災
害
補
償
を
大

学
に
も
適
用
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

以
上
に
対
し
、
学
生
の
健
康
管
理
の
た
め
医
師
一
人
が
増
配
さ
れ
る
こ
と
は

大
い
に
経
構
だ
が
、
た
だ
一
人
置
か
れ
た
の
み
で
は
、
健
康
管
理
は
お
ぼ
つ
か

な
い
。
そ
れ
に
応
じ
て
必
要
な
補
助
者
を
置
く
こ
と
も
是
非
考
え
て
ほ
し
い
、

近
来
は
肉
体
的
精
動
的
の
二
方
に
つ
い
て
の
管
理
が
必
要
で
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
患

者
に
対
す
る
管
理
が
特
に
必
要
と
な
っ
て
来
た
こ
と
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
ほ

し
い
こ
と
、
教
官
の
増
配
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
属
が
は
っ
き
り
解
決
し
た
上

で
な
い
と
問
題
を
残
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
慎
重
に
願
い
た
い
な
ど
の
意
見
も

あ
っ
た
。

第
五
常
置
委
員
会
梅
原
委
員
長

大
学
、
研
究
所
の
協
力
問
題
に
つ
い
て
、
特
に
教
官
の
交
流
、
研
究
所
の
共

癖
纐

し

鰯》〉
慰
二
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以
上
報
告
に
対
し
、
文
教
施
設
整
備
と
併
行
し
て
、
不
完
全
講
座
特
に
人
文

社
会
方
面
の
充
実
、
一
般
外
国
語
学
教
官
の
充
足
等
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
た

い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
次
の
総
会
に
お
い
て
一

人
名
簿
を
御
配
り
し
た
の
で
、
今
、
大
切
な
『

け
る
な
ど
格
段
の
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

同
利
用
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
結
論
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
一
つ
問
題
と
し
て
要
請
し
た
い
こ
と
は
、
人
材
確
保
の
た
め
に
、
大
学
院

学
生
が
同
時
に
助
手
の
身
分
が
有
て
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
最
近
待
遇
上
や
将
来
性
の
問
題
等
か
ら
優
秀
な
講
師
や
助
手
が
実
業
界

に
出
て
ゆ
き
、
叉
大
学
院
に
残
る
者
が
な
く
て
、
学
生
定
員
が
が
ら
あ
き
と
い

っ
た
状
態
が
現
出
し
て
い
る
こ
と
は
実
に
寒
心
に
堪
え
な
い
一
大
事
で
あ
り
、

現
行
の
人
事
院
規
制
で
は
困
難
な
こ
と
と
思
う
が
、
こ
の
際
大
局
か
ら
見
て
何

と
か
踏
み
切
っ
て
貰
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
五
常
置
委
員
会
か
ら
、
か
か
る
希
望
が
出
た
こ
と
を
協
会
と
し
て
特
に
取

り
上
げ
記
録
し
て
お
く
こ
と
を
了
承
し
た
。

第
六
常
置
委
員
会
杉
野
目
委
員
長

昨
日
小
林
大
学
々
術
局
長
の
説
明
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
要
望
は
、
お
お

む
ね
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
実
現
化
に
つ
い
て
は
今
後
一

段
の
御
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。
特
に
文
教
施
設
整
備
五
ケ
年
計
画
は
、
必
ず

達
成
さ
れ
る
よ
う
関
係
方
面
に
重
ね
て
要
望
す
る
こ
と
と
し
た
い
、
大
学
教
官

の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
当
局
の
御
尽
力
で
幾
分
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
給

与
改
善
の
根
本
的
な
も
の
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
、
民
間
と
の
給
与

の
格
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
人
材
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
せ

る
と
将
来
が
心
配
で
あ
る
。
大
学
教
官
の
特
殊
性
に
鑑
み
根
本
的
な
対
策
を
講

ぜ
ら
れ
る
よ
う
特
に
要
望
し
た
い
。
次
に
教
官
の
宿
舎
の
増
設
整
備
に
つ
い
て

考
慮
さ
れ
た
い
こ
と
、
折
角
適
任
者
を
得
て
も
、
宿
舎
が
得
ら
れ
な
い
た
め
確

保
出
来
な
か
っ
た
り
、
確
保
し
て
も
落
付
い
て
教
育
研
究
に
専
念
出
来
な
い
よ

う
な
あ
わ
れ
な
実
情
で
あ
る
。
叉
四
国
地
区
大
学
か
ら
、
例
年
受
け
る
風
水
害

の
対
策
と
し
て
、
木
造
建
築
で
な
く
本
建
築
に
さ
れ
た
い
と
の
要
望
が
あ
る
が

こ
れ
は
施
設
整
備
五
ケ
年
計
画
の
中
で
考
え
て
ほ
し
い
。
招
聰
外
国
人
の
宿
舎

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
次
の
総
会
に
お
い
て
考
え
た
い
。
な
お
国
会
の
方
々
の

人
名
簿
を
御
配
り
し
た
の
で
、
今
、
大
切
な
段
階
に
あ
る
か
ら
各
個
に
働
き
か

二
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７
第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員
会

会
長
よ
り
、
以
上
第
六
常
置
委
員
会
の
提
案
に
よ
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
早

速
関
係
方
面
に
陳
情
す
る
こ
と
と
し
た
い
、
そ
の
方
法
、
時
期
等
に
つ
い
て
は

四
囲
の
情
況
を
に
ら
み
合
わ
せ
、
東
京
在
任
者
に
お
い
て
臨
機
の
措
置
を
執
る

こ
と
に
つ
い
て
了
承
を
求
め
ら
れ
、
要
望
書
案
の
作
成
に
つ
い
て
も
併
せ
て
会

長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
七
常
置
委
員
会
北
川
委
員
長

教
員
養
成
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
特
に
来
年
度
の
概
算
要
求
に
関
連
し

て
話
合
っ
た
が
、
第
一
は
科
学
技
術
教
育
の
振
興
に
重
点
を
お
い
て
の
予
算
の

要
求
は
結
構
で
あ
る
が
、
教
員
養
成
側
か
ら
見
る
と
淋
し
い
感
が
す
る
、
教
員
養

成
計
画
充
実
の
予
算
十
一
億
中
の
十
億
は
国
立
工
業
専
門
学
校
関
係
で
あ
り
、

国
民
の
基
礎
教
育
た
る
小
、
中
学
校
の
教
員
養
成
そ
の
他
は
僅
か
に
一
億
に
過

ぎ
な
い
、
国
民
教
育
の
重
要
性
か
ら
そ
の
将
来
を
考
え
る
と
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。

第
二
は
、
特
殊
教
育
教
員
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
に
も
ゆ
き
わ
た
る
よ

う
に
願
い
た
い
。
第
三
は
教
員
養
成
制
度
確
立
整
備
費
の
計
上
と
制
度
改
善
等

の
場
合
に
は
現
場
の
意
見
を
参
考
に
さ
れ
て
ほ
し
い
こ
と
。
第
四
は
研
究
室
が

貧
弱
で
あ
る
、
こ
れ
が
整
備
充
実
の
た
め
の
予
算
を
是
非
考
え
て
ほ
し
い
、
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
た
、
十
分
当
局
の
御
考
慮
を
煩
わ
し
た
い
。

以
上
を
も
っ
て
、
各
常
置
委
員
会
の
報
告
を
了
承
、
前
後
に
、
茅
会
長
よ
り
大

学
が
た
だ
卒
業
生
を
多
く
出
す
の
み
で
よ
い
か
、
産
業
界
の
要
請
に
も
勿
論
応
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
如
何
な
る
面
で
い
か
な
る
人
材
を
い
か
ほ
ど
必
要
と
す

る
の
か
、
根
本
的
な
需
給
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
ブ
ー
ム
に
乗
る

こ
と
も
大
切
だ
が
、
文
部
省
は
そ
の
先
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
大
学
教
育
に
つ

い
て
百
年
の
施
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。
殊
に
教
育
研
究
方
面
の
人
材
の
不
足
が
将

来
甚
だ
憂
慮
せ
ら
れ
る
の
で
そ
の
養
成
計
画
に
つ
い
て
連
に
国
と
し
て
の
全
体
計

画
を
樹
立
せ
ら
れ
た
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た
。

『
蝿
▲

一趣

日
時

場
所

出
席
者

昭
和
三
七
・
一
・
一
一
五
（
木
）
午
前
十
ｌ
午
後
一
一
時

東
京
大
学
大
講
堂
便
殿

北
村
委
員
長
、
京
都
大
学
保
健
診
療
所
長
宮
田
尚
之
、
東
京
大

▼

一
鰯

》
鰄

（９）
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慰
一

学
学
生
保
健
診
療
所
長
村
尾
誠
、
北
海
道
大
学
事
務
局
保
健
課

長
佐
々
木
志
郎
、
東
京
大
学
学
生
部
長
斯
波
義
慧

北
村
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会
。

学
生
健
康
管
理
に
つ
い
て
種
々
話
し
合
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
大
要
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

１
宮
田
氏
か
ら
、
大
学
関
係
の
法
規
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
大
学
設
置
基
準
（
昭

和
一
一
一
十
一
年
文
部
省
令
第
一
一
十
八
号
）
第
一
一
一
十
七
条
第
一
項
第
一
一
一
号
に
「
図
書

館
、
医
務
室
、
学
生
自
習
室
、
学
生
控
室
」
の
施
設
を
備
え
た
校
舎
を
有
す
る

も
の
と
す
る
と
、
ま
た
、
保
健
法
（
昭
和
一
一
一
十
三
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十

九
条
に
も
、
学
校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相
談
、
救
急
措
置
等
を
行
う
た
め

「
保
健
室
」
を
設
け
る
も
の
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
あ
る
。
し
か
る
に
こ
れ
ら

の
規
定
は
国
立
学
校
設
置
法
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
速
か
に
こ
れ
が
規
定

を
要
す
る
。
こ
の
改
正
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
大
学
学
術
局
の
大
学
課
で

は
医
者
の
こ
と
は
分
ら
な
い
と
い
い
、
体
育
局
の
学
校
保
健
課
で
は
大
学
の
こ

と
や
予
算
関
係
の
こ
と
は
分
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
現
状

で
あ
る
。
大
学
課
に
保
健
体
育
関
係
の
掛
を
置
く
べ
き
か
、
国
立
七
十
二
大
学

の
実
状
を
調
べ
る
と
、
保
健
診
療
所
、
診
療
室
、
医
務
室
、
健
康
相
談
所
ま
た

は
相
談
室
、
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
種
々
あ
り
、
分
ら
な
い
も
の
が
九
校

あ
る
。
こ
れ
を
類
別
す
る
と
診
療
を
主
体
と
し
た
も
の
が
一
一
十
五
校
、
健
康
相

談
十
九
校
、
保
健
室
十
五
校
と
な
る
。

京
都
大
学
に
お
け
る
保
健
診
療
関
係
定
員
三
十
四
人
う
ち
医
者
十
人
（
午
後

は
教
室
で
研
究
、
｜
シ
の
内
職
借
り
出
し
の
形
式
）
薬
剤
師
三
人
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
技
術
者
一
一
人
、
そ
の
他
看
護
婦
事
務
員
が
い
る
等
、
京
都
大
学
に
お
け
る
一
一

十
一
一
年
間
に
わ
た
る
経
過
に
つ
き
詳
細
な
報
告
が
あ
っ
た
。

２
医
師
は
臨
床
家
で
な
け
れ
ば
直
ぐ
信
用
を
失
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
多
岐
に

わ
た
る
健
康
管
理
の
た
め
に
は
常
置
の
医
師
を
要
す
る
が
、
こ
の
職
は
義
務
が

多
く
、
喜
ば
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
相
当
の
地
位
を
与
え
な
け
れ
ば
長
く

続
か
な
い
。

８
重
点
的
に
保
健
所
の
機
構
を
作
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
機
構
さ
え
で

き
れ
ば
自
ら
連
絡
が
取
れ
る
。
こ
こ
に
は
生
理
衛
生
の
人
で
な
く
、
臨
床
の
人

を
配
置
す
る
を
要
す
る
。
寮
の
問
題
や
学
生
の
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
継
続
し
て

ｇ
鰯
｛
一

輔
．

８
役
員
会
（
議
事
要
旨
）

日
時
昭
和
一
一
一
十
七
年
四
月
二
十
一
日
（
士
）
午
前
十
時
－
午
後
一
時

場
所
東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

出
席
者
会
長
、
両
副
会
長
、
各
理
事
、
各
監
事
、
各
常
置
委
員
会
委
員

長

文
部
省
大
学
学
術
局
西
田
庶
務
課
長

欠
席
者
帯
広
畜
産
、
新
潟
、
鹿
児
島
大
学
長

一
、
第
二
十
四
回
総
会
開
催
日
時
決
定
に
つ
い
て

茅
会
長
か
ら
、
右
に
つ
い
て
は
か
り
、
総
会
は
、
六
月
二
十
二
日
（
金
）
と
し

同
日
午
前
九
時
半
か
ら
役
員
会
、
同
十
時
か
ら
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
な
お
、
翌
二
十
一
一
一
日
（
士
）
は
、
文
部
省
の
主
催
で
、
全
国
国
立
大
学
長
会

議
が
開
催
さ
れ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
一
、
昭
和
三
十
六
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

鶴
田
事
務
局
長
か
ら
、
右
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

’
一
一
、
昭
和
一
一
一
十
七
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

右
に
つ
き
、
鶴
田
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

健
康
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
保
健
的
、
予
防
的
診
療
を
要
す
る
。
大

学
病
院
は
病
人
を
取
扱
っ
て
い
る
が
、
診
療
所
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
ま
た
、

公
衆
衛
生
、
学
校
衛
生
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
で
は
学
徒
厚
生
審

議
会
の
答
申
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
撤
回
さ
せ
る
要
が
あ
る
。
健
康

管
理
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
関
す
る
原
案
を
作
っ
て
提
出
す
る
要
が
あ

る
。
こ
れ
を
健
康
管
理
協
議
会
に
お
い
て
協
議
し
、
そ
の
結
果
を
再
検
討
す

る
。

４
昭
和
三
十
六
度
関
東
甲
信
越
大
学
学
生
部
長
協
議
会
か
ら
「
学
校
医
Ｘ
線
技

術
専
任
化
を
目
標
に
す
る
大
学
健
康
管
理
費
の
増
額
に
つ
い
て
（
要
望
と
の
実

現
に
つ
い
て
格
段
の
御
厚
配
を
願
わ
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

以
上
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
宮
田
、
村
尾
、
佐
々
木
三
氏
に
お
い
て
原
案
を
作

り
、
来
る
四
月
九
日
午
後
四
時
京
都
大
学
保
健
診
療
所
に
お
い
て
委
員
長
と
打
ち

合
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

露
騨
峠

ゴ

、

鍋
》

鋼
｝

（１０）
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な
お
、
本
件
に
関
連
し
て
、
木
田
熊
本
大
学
長
か
ら
、
中
教
審
、
中
央
の
諸
情
勢

を
、
地
方
へ
流
し
て
も
ら
え
る
よ
う
そ
の
た
め
の
予
算
も
見
て
貰
っ
た
ら
と
希
望

が
あ
っ
た
が
、
協
会
と
し
て
実
施
す
る
に
は
困
難
な
事
情
も
あ
り
且
つ
そ
の
内
容

な
ど
慎
重
を
要
す
る
問
題
な
の
で
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

四
、
各
役
員
の
満
期
改
選
と
各
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

茅
会
長
か
ら
、
各
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
は
会
則
な
ら
び
に
慣
習
に
よ
り
、
理

事
は
総
会
の
折
各
地
区
別
に
互
選
、
監
事
は
、
推
せ
ん
、
会
長
な
ら
び
に
副
会
長

は
、
理
事
決
定
後
に
理
事
の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
旨
の
説

明
が
あ
り
、
本
年
度
も
こ
の
方
法
で
改
選
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

叉
、
各
常
置
委
員
会
は
当
初
十
名
づ
つ
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
だ
ん

だ
ん
構
成
が
か
た
よ
り
現
在
の
状
態
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
検
討
し
直
す
必
要
は
な

い
か
と
は
か
り
、
種
々
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
あ
ら
た
め
て
各
会
員
か
ら

所
属
委
員
会
の
希
盟
を
聞
き
、
そ
の
時
に
第
一
志
望
、
第
二
志
望
を
記
入
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
、
も
し
あ
ま
り
か
た
よ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
調
整
す
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
を
了
承
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
各
常
置
委
員
会
の
所
管
事
唄
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
新
委
員
が
決
ま
っ
て
か
ら
研
究
し
て
貰
う
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
現
在
第

三
、
第
四
の
両
常
置
委
員
会
の
合
同
に
よ
る
専
門
委
員
会
は
、
構
成
人
数
も
多
過

ぎ
る
関
係
も
あ
り
、
今
後
別
個
に
専
門
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

五
、
各
委
員
会
の
状
況
報
告
及
び
協
議

イ
、
第
一
常
置
委
員
会
平
沢
委
員
長

前
回
の
総
会
に
中
間
報
告
（
案
）
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
際
説
明
し
た

よ
う
に
案
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
多
く
の
建
設
的
な
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
た

め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
の
で
大
体
一
ヶ
月
に
一

度
集
り
検
討
し
て
い
る
が
、
現
在
小
委
員
会
で
案
を
作
り
そ
の
案
を
も
う
一
度

小
委
員
会
で
検
討
し
た
上
で
第
一
常
置
委
員
会
に
は
か
り
、
そ
れ
か
ら
総
会
に

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
新
聞
等
に
、
文
部
省

の
サ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
誤
報
さ
れ
て
い
る
が
全
く
誤
り

で
あ
っ
て
既
述
の
よ
う
に
ま
だ
最
終
案
は
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
専
門
委
員

と
し
て
相
良
委
員
の
ほ
か
、
東
大
の
久
保
教
授
に
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た

旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

Ｐ

夕
闘
一
鏑

こ
こ
で
、
教
育
大
学
文
学
部
教
授
会
の
名
前
で
各
大
学
の
各
教
授
会
、
大
学

職
員
組
合
、
学
生
自
治
会
宛
出
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
朝
永
教

□
Ｊ
・

青
大
学
長
か
ら
大
要
次
と
お
り
説
明
が
あ
っ
た
。

前
回
の
総
会
で
、
中
間
報
告
案
が
披
露
さ
れ
、
各
大
学
で
も
よ
く
検
討
せ
よ

と
の
こ
と
で
持
ち
帰
っ
た
上
教
授
会
に
披
露
し
、
又
勉
強
す
る
た
め
に
学
内
に

こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
を
作
っ
た
。
最
も
関
心
を
示
し
た
の
は

文
学
部
の
教
授
会
で
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
あ
っ
た
が
、
他
の
大
学
で
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
と
大
切
な
問
題
な
の
で
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
で
も
充
分
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
図
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
中
教
審
の
審
議
状
況
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
森
戸
副
会
長
か
ら

目
下
大
学
の
管
理
運
営
の
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
と
り
ま
と
め
の
段
階
で
あ
る

が
内
容
は
本
協
会
で
検
討
し
て
い
る
も
の
と
大
体
同
じ
で
特
に
自
治
と
責
任
、

責
任
と
権
限
の
結
び
つ
き
、
総
合
的
で
合
理
的
で
能
率
的
な
管
理
運
営
方
式
を

社
会
の
形
に
合
わ
せ
て
行
く
等
の
観
点
か
ら
進
め
て
い
る
旨
の
回
答
が
あ
っ

た
。な
お
、
森
戸
副
会
長
か
ら
総
会
で
の
討
議
を
意
義
あ
ら
し
め
る
た
め
、
第
一

常
置
委
員
会
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
こ
ん
ど
の
総
会
で
半
日
位
の
時
間
を
か
け

て
検
討
す
る
。
各
大
学
は
充
分
に
爾
前
に
内
容
を
検
討
し
意
見
を
出
す
、
か
か

る
法
式
で
進
め
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
種
々
意
見
の
交

換
が
あ
っ
た
が
経
局
こ
の
法
式
を
取
上
げ
る
こ
と
と
し
、
討
議
は
総
会
の
日
の

午
後
半
日
を
こ
れ
に
当
て
る
こ
と
、
こ
の
討
議
の
正
常
な
運
営
を
図
る
た
め
特

に
非
公
開
と
す
る
こ
と
を
も
併
せ
て
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
第
一
常
置
委
員
会
と
し
て
は
出
来
る
だ
け
案
を
ま
と
め
る
よ
う

努
力
し
、
六
月
二
十
二
日
の
総
会
の
午
後
に
討
議
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

ロ
、
第
四
常
置
委
員
会
北
村
委
員
長

大
学
の
保
健
管
理
に
つ
い
て
実
態
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
東
大
へ
京
大
、
北

大
が
よ
か
っ
た
。
叉
担
当
の
医
者
は
殆
ん
ど
非
常
勤
で
、
事
務
系
の
職
員
に
対

す
る
管
理
が
悪
い
等
の
共
通
点
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
別
紙
の
よ
う
な
要
望
書
を

作
成
し
た
が
こ
れ
は
ま
だ
案
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
従
来
専
門
委
員

は
第
三
常
置
委
員
会
と
か
け
も
ち
に
な
っ
て
い
た
が
委
員
会
の
活
動
を
強
力
に

す
る
た
め
分
離
し
て
独
自
の
専
門
委
員
会
を
設
け
た
い
。
現
在
の
構
想
は
、
医

鰯「繩ア
ロ

「

慰
一鰯、

（１１）



鬮
一

②
．

六
、
そ
の
他

イ
、
茅
会
長
か
ら

「
大
学
卒
業
予
定
者
の
た
め
の
推
薦
選
考
開
始
時
期
に
つ
い
て
」
本
協
会
会

長
と
し
て
昨
年
ど
お
り
の
申
合
せ
に
参
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
了
承
を
得
た
い

旨
述
べ
、

ロ
、
久
口
表
室
三

学
部
の
あ
る
大
学
と
な
い
大
学
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
人
達

に
五
月
二
十
日
過
ぎ
に
集
っ
て
い
た
だ
き
保
健
管
理
強
化
に
つ
い
て
そ
の
障
壁

と
な
っ
て
い
る
も
の
を
突
破
す
る
方
策
を
考
え
最
終
的
に
は
国
立
学
校
設
置
法

の
改
正
に
ま
で
も
っ
て
行
き
た
い
と
報
告
が
あ
っ
た
。

、
各
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
連
絡
が
あ
っ
た

第
三
常
置
委
員
会
専
門
委
員
会
五
月
十
四
日
午
前
十
時

第
一
常
置
委
員
会
小
委
員
会

〃
十
五
日
〃

第
一
常
置
委
員
会

〃
十
六
日
〃

第
六
常
置
委
員
会

〃
二
十
一
日
〃

第
四
常
置
委
員
会

〃
一
一
十
三
日
〃

了
承
さ
れ
た
。

§繍一鞠〉一

東
大〃〃〃〃

鱒
蠣
》

ム

鰯一一
鐵
一

（１２）



「
愈

一鋼．

（
第
四
○
回
国
会
成
立
池
田
内
閣
）

（
主
と
し
て
国
立
大
学
、
同
付
属
病
院
、
付
置
研
究
所
の
歳
出
予
算
に

つ
い
て
）

東
京
工
業
大
学
事
務
局
長
佐
藤
恵
三

昭
和
三
十
二
年
度
以
来
国
立
学
校
に
関
係
す
る
予
算
に
つ
い
て
、
本
会
報
に
調
査

の
結
果
を
掲
載
し
た
’
三
十
二
年
度
分
は
本
会
報
十
二
号
、
三
十
三
年
度
分
は
本

会
報
十
四
号
、
一
一
一
十
四
年
度
分
は
本
会
報
十
六
号
、
三
十
五
年
度
分
は
本
会
報
十
八

号
二
二
十
六
年
度
分
は
二
十
号
’
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
資
料
の
一
端
と
も
な
る
の

で
昭
和
三
十
七
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
同
様
の
形
態
に
よ
っ
て
調
査
し
本
稿
を
作
成

し
た
。
本
稿
中
の
数
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
既
記
の
分
と
同
じ
く
総
予
算
書
、
同
参

照
書
、
各
目
明
細
書
、
文
部
省
会
計
課
予
算
班
の
編
集
し
た
予
算
参
照
書
、
予
算
参

考
書
な
ど
の
資
料
を
基
と
し
た
が
、
直
接
に
予
算
の
編
成
に
携
っ
て
お
る
も
の
で
な

い
か
ら
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解
の
点
に
欠
く
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
多
少
の

誤
謬
が
あ
る
こ
と
は
止
む
な
い
こ
と
を
付
記
す
る
。

本
稿
で
述
べ
る
国
立
学
校
の
予
算
は
、
国
立
学
校
設
置
法
（
昭
和
二
四
、
法
律
第

一
五
○
号
）
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
国
立
大
学
七
一
一
（
法
第
三
条
）
国
立
短
期
大
学

五
（
法
第
三
条
の
一
一
一
Ｉ
項
）
、
（
（
学
部
付
属
の
教
育
施
設
、
研
究
施
設
（
法
第
五
条
）

ｌ
付
属
の
幼
稚
園
三
互
小
学
校
七
五
中
学
校
七
九
、
高
等
学
校
一
六
、
盲

学
校
一
Ｆ
聾
学
校
一
、
養
護
学
校
三
、
「
付
属
学
校
の
計
一
一
一
○
校
」
併
設
短
期
大

学
部
二
一
一
一
、
（
法
第
一
一
一
条
の
一
一
一
２
項
）
国
立
高
等
学
校
八
（
法
第
八
条
）
、
大
学
院
研

究
科
八
八
（
法
第
一
一
一
条
２
項
）
、
昭
和
三
十
七
年
度
よ
り
新
に
設
置
さ
れ
た
国
立
高

等
専
門
学
校
一
二
（
法
第
七
条
の
一
一
）
、
大
学
付
属
病
院
一
一
三
、
大
学
付
置
研
究
所

六
一
（
法
第
四
条
）
お
よ
び
各
種
学
校
五
（
大
部
分
大
学
病
院
に
付
属
す
る
も
の
）

な
ら
び
に
国
立
工
業
教
員
養
成
所
の
設
置
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
一
一
一
六

年
法
律
第
八
十
七
号
）
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
国
立
工
業
教
員
養
成
所
九
の
運
営
に

必
要
な
歳
出
予
算
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
付
属
学
校
、
国
立
高
等

二
調

査

昭
和
三
十
七
年
度
国
立
学
校
予
算
小
観

二

ザ
蔬
蒜

学
校
、
国
立
高
等
専
門
学
校
、
各
種
学
校
、
国
立
工
業
数
員
養
成
所
に
関
す
る
予
算

は
、
国
立
学
校
全
体
の
予
算
額
七
百
七
十
六
億
六
千
六
百
八
十
九
万
余
円
か
ら
見
れ

ば
少
額
で
あ
る
の
で
も
っ
ぱ
ら
国
立
大
学
学
部
、
病
院
、
研
究
所
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

大
学
、
付
属
病
院
お
よ
び
付
置
研
究
所
の
運
営
に
要
す
る
経
費
と
し
て
は
教
育
、

研
究
、
管
理
上
に
お
け
る
固
有
の
い
わ
ゆ
る
経
常
的
経
費
で
あ
る
標
耀
予
算
に
加
う

る
に
、
昭
和
三
十
七
年
度
に
新
規
事
業
と
し
て
計
上
さ
れ
た
も
の
を
合
わ
せ
た
予
算

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
文
部
省
各
局
課
が
所
掌
す
る
経
費
の
う
ち
国
立
大
学
に
回
わ
さ

れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
文
教
政
策
と
し
て
文
部
本
省
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
事

項
の
若
干
の
予
算
は
大
学
運
営
上
、
相
当
重
要
な
経
費
で
あ
り
大
学
本
来
の
仕
事
を

通
じ
て
の
協
力
面
の
表
れ
で
も
あ
る
の
で
次
表
の
国
立
学
校
関
係
予
算
総
表
中
に
褐

記
し
、
国
立
学
校
の
運
営
に
関
し
て
の
全
体
経
費
の
姿
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

◎
国
立
学
校
関
係
予
算
総
表
（
単
位
千
円
）

四
国
立
学
校
運
営
養

大
学
お
よ
び
学
校

大
学
付
属
病
院

大
学
付
置
研
究
所

国
立
工
業
教
員
養
成
所

国
立
高
等
専
門
学
校

国
立
文
教
施
設
費

国
立
文
教
災
害
復
旧
費

小
計
⑩
（
直
接
的
の
も
の
）

科
学
研
究
費

在
外
研
究
員
旅
費

「
内
地
研
究
員
な
ど
旅
費

外
国
人
留
学
生
給
与

外
国
人
留
学
生
招
致
旅
費

留
学
生
研
究
旅
費

沖
繩
留
学
生
給
与

沖
繩
教
員
内
地
派
遣
研
究
旅
費

一
小
計
②

区

」影

･』､慰

一、

分
一
町
年
度
予
算
一
鉛
年
度
予
算
一
増
加
額
（
△
は
減
）

０

七
七
、
六
六
《
、
〈
九
三

三三℃ロハ一一、酉□一一一

一三、一くれ、六三一一一

六
、
五
へ
《
、
一
云
云

一一一四口、酉四一一一

四六〈、一一一一一□

一一一一、’壱一一、一一一一〈

一一一七、一一七六

九□、〈七六、一一一□九

一一、三□七、ＤＣ□

一
九
一
、
ロ
ロ
ロ

ー
ハ
や
九
一
六

（〈、一一ご□

一一一一、六□□

一
、
九
口
九

一一七、一一一《

《
、
三
五
九

一
一
、
〈
三
四
、
四
口
□

六三、〈一一三、一一一九己

四
六
、
九
七
□
、
六
七
四

一一一一、’七一、己一四

垂、三一一九、〈一一一一一一

一五一一一、〈六九口

七、一六《、七九一一一□

七一一、九九一一、一〈一一一

一一、一九四、□□ご

’
九
一
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

｜〈、｜□一

六〈、三一一ロ

ハ
、
’
つ
つ

一一、□つつ

一一一一「九五〈

三
、
七
四
七

一一、五一一、四一一六

愈
雲騒一△

一
一
、
〈
四
一
、
三
ロ
ニ

ハ
、
一
一
一
、
七
一
一
九

一一、ロー〈、六一一一九一
一、□五六、一一一一一一一一一

一
〈
六
、
垂
七
四

四六〈、一一一一一□

六、□□三、一一一四三

一一一七、一一七六

一七、〈〈酉、一一一六

一一一一一一一、ロロロロ

ハ
一
三

一
九
、
六
八
□

三
、
垂
ご
□九一

一一「一一三〈｜
〈一一一一

一一一四一一、土七四一

（１３）



鰯
一

鰯

前
表
中
国
立
学
校
運
営
費
の
用
途
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
な
お
大
学
に
直

接
す
る
経
費
と
し
て
は
国
立
文
教
施
設
費
が
あ
る
。
こ
の
経
費
は
大
学
、
学
校
、
病

院
、
研
究
所
に
関
す
る
建
物
の
新
営
、
腐
朽
建
物
の
改
築
、
工
作
物
の
新
設
に
使
用

さ
れ
る
。
や
や
間
接
的
な
関
連
経
費
と
し
て
は
科
学
振
興
に
関
す
る
文
部
本
省
予
算

中
に
組
ま
れ
て
い
る
科
学
研
究
費
交
付
金
、
科
学
試
験
研
究
費
補
助
金
、
研
究
成
果

刊
行
費
補
助
金
、
在
外
研
究
員
派
遣
に
必
要
な
旅
費
、
内
地
研
究
員
に
関
す
る
旅
費

外
国
人
留
学
生
の
招
致
の
た
め
の
旅
費
、
給
興
、
国
内
研
究
旅
行
費
、
沖
縄
に
お
け

る
教
育
に
対
す
る
協
力
の
た
め
の
沖
縄
留
学
生
の
給
与
、
沖
縄
教
員
内
地
派
遣
研
究

旅
費
が
あ
る
。
ま
た
学
生
、
生
徒
に
対
す
る
育
英
奨
学
に
関
す
る
経
費
、
学
徒
援
護

に
関
す
る
経
費
が
あ
る
。
以
上
関
連
的
経
費
は
い
づ
れ
も
国
立
学
校
固
有
の
予
算
中

に
は
組
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
大
学
、
学
校
に
お
け
る

教
育
研
究
に
関
連
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
立
学
校
設
置
法
に
よ

り
お
か
れ
た
職
員
全
体
を
対
象
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
文
部
省
共
済
組
合
に
対
す

育
英
奨
学
お
よ
び
学
徒
援
護
関
係

費国
立
学
校
職
員
共
済
組
合
負
担
金

小
計
③

国
立
学
校
関
係
予
算
の
計

（
小
計
⑩
②
③
の
計
）
側

文
部
省
所
管
総
予
算
⑤

一
般
会
計
総
予
算
⑥

文
部
省
所
管
総
予
算
に
対
し
国

立
学
校
運
営
費
の
比

（
Ａ
の
⑤
に
対
す
る
比
）

文
部
省
所
管
総
予
算
に
対
し
国

立
学
校
直
接
的
経
費
の
比

（
仰
の
⑤
に
対
す
る
比
）

文
部
省
所
管
総
予
算
に
対
し
国

立
学
校
関
係
予
算
の
比

（
⑨
の
⑤
に
対
す
る
比
）

一
般
会
計
総
予
算
に
対
し
文
部

省
所
管
総
予
算
の
比

（
⑤
の
㈹
に
対
す
る
比
）

一
般
会
計
総
予
算
に
対
し
国
立

学
校
運
営
費
の
比

（
Ａ
の
⑥
に
対
す
る
比
）

《、四一一一一、九七一一

一一、四七一、一一一一七

〈
、
〈
九
四
、
一
九
九

一□一一、六一一四、土ご〈

一一〈九、三力士、六一一一□

一一、四一一六、ハロー、一一一一〈

一一一一・一一一八飴

＝ニ

ーピ
●

￣

9６

一一垂●四四②（

●

ゴＬ

Ｑｆ;

一一一・一冒串

爾
総

三
、
四
六
九
、
六
三
セ

ーー、’七《、〈一一一つ

七
、
六
四
六
、
酉
〈
七

〈一一一、一三□、□九六

一一三己、九四□、□壱七

一一、□三一一、四九□、一一七造

一一六・三一一℃

一一一一一一・両％

一一丸●□〈＠℃

二・一’一一一％

●

％

九三一一一、一一一一三

一一九四、一一一九七

一、一一四七、壱一一一

一九、四七四、へ一一一

一一一〈、六三九、五三一一一

一一一七四、一一一一□、九三一

る
政
付
負
担
金
も
組
合
員
の
九
○
％
を
占
め
て
い
る
国
立
学
校
職
員
の
福
祉
上
の
極

め
て
重
要
な
経
費
で
あ
る
。
も
っ
と
も
前
述
の
間
接
的
経
費
の
う
ち
科
学
研
究
費
、

在
外
研
究
員
旅
費
、
内
地
研
究
員
旅
貸
、
海
外
よ
り
の
留
学
生
経
費
、
育
英
奨
学
、

学
徒
援
護
に
関
す
る
経
費
は
国
立
大
学
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、

公
立
、
私
立
の
大
学
、
学
校
そ
の
他
の
機
関
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
け

れ
ど
も
お
よ
そ
八
○
％
に
相
当
す
る
大
部
分
の
経
費
が
国
立
学
校
機
関
に
お
い
て
使

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

国
立
大
学
に
お
い
て
直
接
的
に
使
用
さ
れ
る
予
算
は
前
表
山
に
示
す
几
百
八
億
七

千
六
百
一
一
一
十
余
万
円
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
部
省
所
管
総
予
算
額
二
千
八
百
九
十
五

億
九
千
九
百
六
十
余
万
円
⑤
の
一
一
一
一
・
三
八
％
に
当
り
、
一
般
会
計
総
予
算
二
兆
四

千
二
百
六
十
八
億
百
余
万
円
⑥
の
三
・
七
四
％
に
相
当
す
る
。
国
立
学
校
関
係
予
算

総
額
一
千
二
十
六
億
二
千
四
百
九
十
余
万
円
側
は
回
の
三
五
・
四
四
％
に
当
り
、
一

般
会
計
総
予
算
㈲
の
四
・
一
一
一
一
一
％
に
相
当
す
る
。
一
一
一
十
七
年
度
予
算
は
三
十
六
年
度

予
算
に
比
し
全
体
的
に
増
加
上
昇
し
た
こ
と
は
前
表
に
示
す
よ
う
に
、
国
立
学
校
運

営
費
に
お
い
て
千
百
十
八
億
四
千
百
五
十
万
余
円
、
国
立
文
教
施
設
費
に
お
い
て

六
十
億
五
百
三
十
四
万
余
円
の
相
当
多
額
の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
増
加
は
前
年
度
に

引
続
い
て
の
増
加
で
あ
っ
て
新
規
事
項
的
に
基
因
す
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
積
年

に
亘
っ
て
の
各
大
学
の
要
盟
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
当
協
会
が
毎
年
繰
返
し
決
議
愛
望

し
た
結
果
関
係
当
局
の
理
解
あ
る
描
置
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
今
後
と
い
え
ど
も
戦
前
の
水
準
に
達
す
る
ま
で
の
予
算
と
す
る
た
め
に

は
さ
ら
に
繰
返
し
要
望
し
、
世
論
の
喚
起
に
努
力
す
べ
き
こ
と
は
き
わ
め
て
必
要
な

こ
と
と
思
料
す
る
。
一
一
一
十
七
年
度
予
算
に
お
い
て
も
前
年
度
と
同
様
に
従
来
よ
り
格

段
の
増
加
予
算
を
組
ま
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
国
家
予
算
全
体
の
膨
張
に
伴
う
必

然
的
の
現
は
れ
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
ど
も
文
部
、
大
蔵
両
省
当
局
の
深
い
同
情
と

認
識
と
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
大
学
に
お
け
る
事
務
を
扱
う
も
の
と
し
て
深
甚
の
敬

意
と
感
謝
を
払
う
こ
と
に
吝
か
で
な
い
。
教
育
、
研
究
、
管
理
に
要
す
る
経
費
は
逐

年
増
加
を
必
要
と
す
る
い
わ
ゆ
る
大
学
固
有
の
経
常
的
経
費
で
あ
っ
て
、
大
学
に
お

け
る
日
々
の
経
済
生
活
の
基
幹
を
な
し
て
お
る
た
め
、
こ
れ
ら
が
拡
大
強
化
さ
れ
る

か
否
か
に
よ
り
学
術
の
消
長
を
も
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。
無
限
的
な
学
術
の
進
展

に
伴
っ
て
年
々
増
大
の
傾
向
を
た
ど
る
こ
と
は
け
だ
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
有
限
的

な
経
費
の
こ
と
で
は
あ
る
が
さ
ら
に
一
段
と
急
激
に
拡
充
を
図
る
こ
と
は
き
わ
め
て

謬
懸

鋼』《
慰
」

（１４）



雨緊
要
な
こ
と
と
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
時
研
究
費
の
増
加
を
必
要
と
す
る
声
は
大
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
学
界
、
教
育

界
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
学
術
研
究
機
関
か
ら
厳
し
く
き
か
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
研
究
費
と
い
っ
て
も
そ
の
内
容
は
き
わ
め
て
複
雑
な
も
の
で
簡
単
に
言
い
尽
せ

る
も
の
で
は
な
い
が
学
問
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
経
費
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
研
究
費
も
二
、
一
一
一
年
前
か
ら
増
加
の
軌
道
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
て
大
学
に

お
け
る
必
要
な
研
究
室
、
実
験
室
、
講
義
室
、
学
生
ホ
ー
ル
な
ど
教
育
、
研
究
の
場

に
充
て
る
べ
き
施
設
費
に
も
よ
う
や
く
手
が
の
び
る
こ
と
に
な
り
逐
年
多
少
の
増
加

を
来
す
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
三
十
六
年
度
に
お
い
て
は
相
当
の
予
算
が
組
ま
れ
た

の
で
は
あ
っ
た
が
、
未
だ
十
分
と
は
言
い
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
昭
和
一
一
一
十
七

年
度
予
算
に
お
い
て
も
さ
ら
に
拡
大
増
強
の
要
望
を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
は
前
表

に
示
す
よ
う
に
国
立
文
部
施
設
費
は
百
一
一
一
十
一
億
七
千
一
一
百
十
万
余
円
と
待
望
の
百

億
台
が
実
現
し
た
。
前
年
度
予
算
七
十
一
億
六
千
六
百
七
十
余
万
円
に
比
し
実
に
六

十
億
五
百
万
余
円
を
増
加
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
当
協
会
が
多
年
主
張
し
て
来
た

と
こ
ろ
の
最
重
要
事
項
の
一
つ
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
関
係
者
は
ひ

と
し
く
晴
々
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
う
や

く
そ
の
重
要
性
と
焦
眉
の
問
題
点
と
し
て
文
部
当
局
、
大
蔵
当
局
、
そ
の
他
の
関
係

筋
が
深
く
認
識
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
料
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
施
設
費

の
中
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
な
お
千
億
に
達
す
る
の
で
あ
り
か
つ
科
学
技
術
者
の
急

速
養
成
に
基
い
て
、
学
科
の
新
設
、
整
備
拡
充
研
究
施
設
の
増
加
な
ど
の
た
め
の
施

設
費
は
い
よ
い
よ
多
き
に
至
る
傾
向
で
あ
る
か
ら
、
毎
年
度
計
上
額
は
一
一
百
億
円
を

目
途
と
し
て
短
日
月
に
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
う
な
れ
ば
最
優
先
の
事
業

費
と
し
て
描
置
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
協
会
と
し
て
も
手
を
緩
め
ず
に
再
々
繰

返
し
実
現
方
を
要
望
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
の
こ
と
で
あ
る
と
思
料
す
る
も
の

で
あ
る
。

お
も
う
に
昭
和
三
十
七
年
度
の
国
家
予
算
は
前
表
に
褐
記
し
た
よ
う
に
二
兆
四
千

一
一
百
六
十
八
億
一
一
百
余
万
の
巨
額
に
達
し
た
た
め
、
文
部
省
所
管
予
算
も
前
年
度
予

算
に
比
し
て
一
一
一
百
八
十
六
億
五
千
九
百
余
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
格
段
の
膨
張
を
き

た
し
た
。
こ
の
こ
と
は
わ
が
国
経
済
が
一
一
一
十
四
年
以
降
目
覚
ま
し
い
成
長
発
展
を
つ

づ
け
た
結
果
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
一
一
十
六
年
に
入
っ
て
は
成
長

速
度
が
予
想
外
に
勢
を
示
し
全
く
異
常
で
あ
り
、
た
め
に
国
際
収
支
の
悪
化
を
招
く

鰯

の

醗

驫》

に
至
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
一
一
一
十
七
年
度
予
算
は
圧
縮
さ
れ
る
も
の
と
判

断
さ
れ
て
お
っ
た
が
、
長
期
に
わ
た
る
安
定
成
長
の
基
礎
を
充
実
す
る
方
針
を
も
っ

て
事
態
の
改
善
を
図
る
予
算
を
編
成
し
た
の
で
あ
る
と
、
政
府
は
そ
の
経
済
政
策
を

高
揚
し
て
い
る
。
そ
の
故
に
で
も
あ
ろ
う
か
一
一
一
十
七
年
度
四
大
政
策
の
一
つ
で
あ
る

文
教
に
お
け
る
重
要
施
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
も
っ
て
基
本
と
し
た
結
果

文
教
予
算
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
お
蔭
を
蒙
っ
て
高
等
専

門
学
校
を
創
設
す
る
な
ど
或
る
種
の
新
規
事
項
に
つ
い
て
は
夫
々
予
算
さ
れ
た
が
、

大
学
に
お
け
る
基
準
的
教
育
研
究
に
要
す
る
内
容
充
実
的
経
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、

十
分
で
あ
る
と
は
い
え
ず
未
だ
し
の
感
が
な
い
で
も
な
い
。
既
に
合
言
葉
と
し
て

世
上
に
流
布
さ
れ
て
い
る
国
民
所
得
倍
増
と
い
う
も
、
こ
れ
を
培
う
基
本
的
の
措
置

と
し
て
は
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
教
育
の
振
興
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
一
段
と
認
識
さ

れ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
巨
額
の
投
資
を
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
関
係
要
路

の
深
甚
な
る
配
慮
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

前
表
に
記
載
し
た
国
立
学
校
運
営
費
予
算
に
つ
い
て
予
算
科
目
を
基
と
し
て
大
別

す
れ
ば
次
表
の
ご
と
き
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

俸
給
手
当
な
ど

旅
費

物
件
的
経
費

校
費

土
地
建
物
維
持
修
繕

お
よ
び
新
営
費

そ
の
他

実
習
船
関
係
費

ヨ
Ｐ ◎
国
立
学
校
運
営
費
科
目
別
内
訳
（
単
位
千
円
）

、綴一

》
錦
．
。

0.843.702Ｍ３３２．１３ ４５６．５４

四一一一、九一六、．《ロセ

ハ
ハ
｜
、
雲
三
九

一
一
四
、
九
三
六
、
九
□
四

一一一一、□九一一、三雲ロ

一一、八六四、一一一三四

麦三四、ハハーーーロ

〔

034.6329.9734.601.3263.05

一一一三、一一一一一〈、酉〈垂

七一一一壱、一一一九五

一九、一一一一一一七、一一四三

一六、七三一一、□六一一

一一、三八三、一八一一一

五
七
壱
、
九
五
一

三四一一、一一一九□

「
ヨ
ー
ユ
睾
十
齢

０ ６４］4.9516.590.2839.63

一一、一一言、七這一Ｍ

麦、ご’一□、｜〈四

四
一
、
九
六
九

一
一
、
三
一
九
、
□
垂
〈

鰯
琴
鰄

一一四へ、一一一〈酉ロロ

話
厩
一
十
翠
工
ｕ
１
窯
已
訶

００．４９４６．６１４７｣０１５５４０．３６

一一、六五壱、九一一一〈

一つ一一、一九三

一一一、一己□、六□一

一一一、□六九、七一四

一一一□、〈〈七

七六、九一一一一一□

（１５）



備
考
研
究
所
の
欄
に
お
け
る
特
殊
設
備
費
は
、
物
性
研
究
所
、
プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
、
研

究
用
原
子
炉
購
入
お
よ
び
附
属
設
備
、
研
究
船
建
造
に
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
掲
国
立
学
校
運
営
費
科
目
別
内
訳
の
表
に
従
っ
て
三
十
六
年
度
分
同
表
（
会
報

一
一
十
号
記
載
）
と
比
較
す
る
と
人
伴
的
経
費
は
二
・
四
五
％
の
減
少
を
示
し
て
い
る

が
、
物
件
的
経
費
に
つ
い
て
は
二
・
六
八
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
物
件
的
経
費

に
お
い
て
増
加
を
き
た
し
た
の
は
新
規
事
項
の
増
加
と
研
究
費
関
係
の
標
準
予
算
に

対
し
て
一
五
％
の
増
額
を
行
な
い
、
戦
前
の
水
準
に
漸
次
近
づ
く
予
算
に
な
ろ
う
と

し
た
年
々
の
施
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

前
表
に
記
載
し
た
予
算
は
次
表
に
示
す
職
員
定
員
八
万
四
百
一
一
一
十
六
人
、
学
生
生

徒
総
数
一
一
一
十
二
万
八
千
一
一
一
百
余
に
対
す
る
教
育
、
研
究
の
活
動
な
ら
び
に
大
学
、
学

校
、
大
学
病
院
、
付
置
研
究
所
の
管
理
運
営
に
必
要
な
経
費
と
し
て
三
十
七
年
度
中

に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
国
立
学
校
職
員
お
よ
び
学
生
生
徒
予
算
定
員
表

鰯嶢）
露

師
年
度
一
般
職
予
算
定
員

行
政
職
員

Ｈ
号
適
用

目
号
適
用

海
事
職
貝

Ｈ
号
適
用

目
号
適
用

教
育
職
貝

受
託
研
究
費

受
託
研
究
員
費

卿倣欝校教職員
奨
学
交
付
金

医
療
関
係
費

特
殊
設
備
費

区

分
一
総
員

0８４８．５

ＣＣＣご

【、《ロハ、四四一一

六
四
〈
、
ニ
ロ
ロ

一一＝＝’、

四三四一ヒゴ－
， ℃、、、

三三－－＝酉一三四

弐タヒ三弐＝二二二人

国
父

’
付
属
丙
完
付
置
７
曲

一一つ、□九一一一

七
、
ロ
ロ
ロ

ー
、
九
六
〈

《
、
三
Ｃ
ＣＣ□人

五八、三一一〈

一一〈、一一一六七

一
九
、
四
七
〈

〈
、
八
八
九

一一七九

九
壱

一八一一

一一土、三八一一一

懲
繍
シ 43.50

ロロロロ

六、《ロハ、四四一一□

＝＝プくプ＜
、、、、、

フ黄一ピ二二＝

＝－こつ－三言雪△人
9.90

七一、土一一一一一

七
三
、
ロ
ロ
ロロロロ

六
四
〈
、
垂
□
□

一一二二丘
、、、、

妻六国ご菫蓋鬘三人

日
号
適
用

目
号
適
用

㈲
号
適
用

高
等
専
門
学
校
教
官

医
療
職
員

Ｈ
号
適
用

目
号
適
用

同
号
適
用

師
年
度
学
生
生
徒
予
算
定

員
（
総
数
）

鮴
孵
洲
韓
蛾
一

学
部
学
生
←

外
国
人
留
学
生

肛業鰄員熾成蜥学蛾一
独
立
短
大
》

併
設
短
大

大
学
別
科
そ
の
他
学
生

高
等
専
門
学
校
学
生

高
等
学
校
専
攻
科
学
生
一

高
等
学
校
生
徒

盲
ろ
う
学
校
生
徒

付
属
学
校
生
徒

高
等
学
校

中
学
校

小
学
校

幼
稚
園

義
護
学
校

特
殊
教
育
教
員
養
成
学

生各
種
学
校
生
徒

衛
生
検
査
技
師
学
校

歯
科
衛
生
士
学
校

歯
科
技
工
士
学
校

鶴
鰄

一一一□、三三〈

｜
、
□
四
七

一一、〈一一六

一三〈

七
、
九
六
六□

一
、
三
□
九

六
、
酉
三
壱

一一一一一八，一一一一〈

一
四
、
〈
九
四

一一、三一一一七

一
九
七
、
酉
ロ
ロ

四七一一

一
、
七
六
ロ

ハ、’’’四口

一、一一一一一□

七、ローーロ

ーー、一一一七三

六四ロー

セ
ハ
ロ

ー
、
〈
四
つ

ゼ
ハ
ロ

土
己
、
〈
八
三

壱
、
三
一
□

一一一四、三一一三

四
五
、
ロ
ュ
ロ

一一一、四一一一 □

二
、
四
七
三

一一一一一一□

一
四
つ

■■■■■■■■，

￣

￣

一一一□

六
三

一一三、太く〈

九一一

一一、〈一一六

一三
〈

｜｜九九□

一一一一一一

一六七

一一一一一一一、〈函一一一

一
四
、
〈
九
四

一一、三一一一七

一
九
七
、
函
ご
□

四壱一一

一
、
七
六
ロ

ハ、一一一四□

一、一一一一一口

七、ロー一己

四三二ｍ
＝一四一ﾋゴ－
℃、、、、

＝三四一三三’’－－

画三二三，ゴ■－－－ノ、
￣□￣￣￣￣￣￣＝￣二瓦

一一、一一一七一

｜
、
〈
四
口

《
酉
ロ

セ
ハ
ロ

セ
ハ
ロ

纐
一

霞
．

’一、一七七

一一一一六□□

七
、
｛
’
六Ｃ

ｌ、一一一一一〈

未、一一ハハ

ニ
、
四
七
三□□□□ＣＣＣロロ□ロロロロロロロＣｌロロ

ニ
、
四
七
三

一
口
□

一一一□

《
三

￣

￣

､

ﾌ榿

酉＝コト四

一（＝）－－（＝）－－（＝）＝プロ￣－￣（＝）￣＿＝
－－－－－こつ－￣￣＿_￣￣￣￣￣こつ〔＝．－
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昭
和
一
一
一
十
七
年
度
予
算
に
お
い
て
増
加
し
た
と
こ
ろ
の
お
も
な
も
の
は
各
組
織
を

通
じ
人
件
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
一
一
一
十
六
年
十
月
俸
給
表
の
改
正
に
伴
う
増
加
の
積

口
算
増
、
新
規
事
項
に
よ
る
教
官
そ
の
他
職
員
の
増
員
に
よ
る
増
加
、
諸
手
当
支
給
率

の
増
加
、
賃
金
支
弁
業
務
員
の
定
員
化
に
よ
る
増
加
、
教
育
研
究
旅
費
標
準
予
算
に

対
す
る
五
％
増
な
ど
に
よ
る
も
の
を
合
せ
、
国
立
学
校
に
お
い
て
一
一
一
十
八
億
六
千
八

百
余
万
円
、
大
学
病
院
に
お
い
て
六
億
九
百
余
万
円
、
研
究
所
に
お
い
て
一
一
一
億
四
千

五
百
七
十
余
万
円
、
即
人
件
的
経
費
合
計
四
十
八
億
一
一
千
一
一
百
九
十
余
万
円
の
増
加

で
あ
る
。
物
件
的
経
費
に
つ
い
て
は
研
究
費
関
係
に
お
い
て
標
準
額
の
一
五
％
増
、

》
新
規
事
項
に
よ
る
学
科
の
新
設
、
講
座
の
増
設
、
大
学
院
に
お
け
る
専
攻
課
程
の
増

設
、
学
部
に
お
け
る
専
攻
科
の
増
置
、
過
年
度
よ
り
設
置
さ
れ
た
学
科
の
学
年
進
行

教
育
用
設
備
の
改
善
充
実
、
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
土
地
建
物
維
持
修
繕
、
各
所
小
新

営
費
な
ど
を
合
せ
国
立
学
校
に
お
い
て
四
十
七
億
一
一
一
百
十
余
万
円
、
大
学
病
院
に
お

い
て
六
億
九
千
八
百
九
十
余
万
円
、
研
究
所
に
お
い
て
四
億
一
一
一
千
八
百
五
十
余
万

円
、
即
ち
物
件
的
経
費
合
計
五
十
八
億
四
千
五
十
余
万
円
、
大
学
病
院
医
療
関
係
費

に
お
い
て
七
億
千
六
十
万
余
円
そ
の
他
を
合
せ
総
計
百
十
八
億
四
千
百
余
万
円
に
達

し
て
い
る
。
こ
の
増
加
額
の
大
要
は
次
の
通
で
あ
る
。

「
国
立
学
校
の
分
（
△
印
は
減
）

一二

愚国
立
学
校

一
、
人
件
的
経
費

１
俸
給
手
当
な
ど

区
分

歯
科
実
習

診
療
Ｘ
線
技
師
学
校

着
護
学
校

助
産
婦
学
校

企

愈

一一一、七六八，一四九

増
加
額
ｌ一声一一一》一一一

管
理
職
手
当
支
給
率
の
引

上
げ
と
新
規
支
給
、
諸
手

当
、
特
殊
勤
勢
手
当
、
初

任
給
調
整
手
当
、
賃
金
支

弁
職
員
の
定
員
化
に
よ
る

増
、
退
官
退
職
手
当
、
特

lilli
酉

、

＝ヨニ＝
＝－上-ピ＝
￣￣￣￣ ■

旦識一癖弓

￣￣￣￣

一一一三、一一一一一〈、画く垂

一一□

一一一七口

酉
、
三
七
□

一一一一一□

一一一一、四七□、一一一一一一六

￣￣￣￣

鰯
』
鏑

ロ
～別
手
当
の
増
、
新
規
事
項

に
と
も
な
う
職
員
の
増
員

に
よ
る
増

学
科
の
新
設
（
原
子
力

関
係
二
学
科
、
学
生
増

募
に
関
連
す
る
学
科
一
一

四
Ⅱ
工
学
一
六
、
理
工

学
一
、
理
学
一
、
農
学

一
一
、
薬
学
一
一
、
繊
一
、

教
養
ご

学
科
の
改
組
拡
充
（
工

学
一
○
、
理
工
学
一
一
、

理
学
一
、
農
学
己

短
期
大
学
の
学
科
新
設

三
学
科

高
等
専
門
学
校
の
創
設

十
二
校
（
旭
川
、
函
館

平
、
群
馬
、
長
岡
、
沼

津
、
鈴
鹿
、
明
石
、
宇

部
、
高
松
、
新
居
浜
、

佐
世
保
）

講
座
の
新
設
（
原
子
力

関
係
の
九
、
一
般
一
五
．

Ⅱ
文
経
七
、
医
五
、
工

学
一
、
理
工
学
一
、
理

学
ご

大
学
院
を
置
く
工
学
部

に
八
つ
の
共
通
講
座

○
一
年
目
）

そ
の
他
法
、
文
、
教
関
係

三
講
座
十
四
学
科
目
新

設
、
六
十
五
学
科
の
整

備
、

九
研
究
施
設
の
新
設

八
研
究
施
設
の
整
備

一
錘

一
蝿

（１７）



鰯
一

愈

二
物
件
的
経
費

３
校

費

２
旅
費

四、七□一一一、一四〈

一一一、九七四、壱一一一一

九
九
、
九
九
三

付
属
学
校
の
整
備
、
学

級
増
、
一
般
教
育
担
当

教
官
増
員

大
学
施
設
関
係
に
お
い

て
施
設
部
長
制
増
加

（
五
大
学
）

既
設
学
科
の
学
年
遅
行

工
業
教
員
養
成
所
整
備

教
育
研
究
旅
費
標
準
予
算

に
対
す
る
五
％
引
上
げ
に

よ
る
増

新
規
事
項
に
と
も
な
う
職

員
の
増
員
に
よ
る
増

研
究
関
係
標
準
予
算
に
対

し
一
五
％
増
〈
一
一
六
、
会
一
一

普
通
庁
費
の
単
価
増一一一四〈、壱五〈

学
生
経
費
の
増
一
一
一
一
一
三
、
六
一
一
六

新
規
事
項
の
増

一一、一一一六、一一ロロ

原
子
力
関
係
麦
一
一
一
三
、
零
七

大
学
院
の
強
化
尋
、
へ
天

高
等
専
門
学
校
創
設

酉堯〈、一一一一一□

学
科
の
新
設
拡
充
整
備

六
四
七
、
七
九
三

講
座
の
増
設
室
、
一
一
毛

学
科
目
の
新
設
お
よ
び

整
備

一一一へ、【〈〈

研
究
施
設
の
新
設
お
よ

び
整
備

〈
｜
、
七
一
口

｜
付
属
学
校
の
整
備
、
学

一臨鰍馴繩鯏係費一一、一一扇

愈
鰯
｝

一九、一一一一一一七、一一四三

一六、《一一一、六一一□

七一一一七、一一一九三

一国、六一一一四、□九七

一一一、六四六、九□七

プ＜
一

一

－ロ
、

摩ｌ

￣

￣

区
分
‐大
学
附
属
病
院

『
人
件
的
経
費

１
俸
給
、
手
当
な
ど

三
、
そ
の
他

６
実
習
船
関
係
費

７
受
託
研
究
費

８
受
託
研
究
員
費

９期舳隣鮒教職
⑩
奨
学
交
付
金

４
光
熱
水
料

５
土
地
建
物
維
持

修
繕
及
新
営
費

二
、
大
学
付
属
病
院
の
分
（
△
印
は
減
）

騨一鐵．
Ｐ

一九三、一一四一

一
九
□
、
七
〈
九

一一一、六一一三

△
二
、
酉
□
土

△
二
、
こ
く
四

三、〈一一□

増
加
額千
円

一一、ロー〈、六一一一コ

三
□
、
一
九
一

六七〈、一一四四

六口九、□四一一一

六□一一一、四四一一一

国
際
分
子
構
造
と
分
光

学
会
議
費
「
一
一
一
召

国
際
火
山
学
会
議
費

〈一一一一一

設
備
改
善
充
実
等

一一一一一壱、一一一九□

学
生
補
導
関
係
「
一
一
一
男

特
殊
施
設
関
係
麦
、
一
一
一
一
宍

本
年
度
よ
り
木
目
設
置

各
所
修
繕
総
坪
当
単
価
の

引
上
げ
に
よ
る
増
加
、
建

物
増
加
に
よ
る
必
然
増
加

一一一四、一九四

各
所
小
新
営
費
の
増
加

一一一末一一、士□九

不
動
産
購
入
一
言
占
已

防
火
施
設
整
備
、
運
動
場

施
設
等

四
一
、
’
四
一

管
理
職
手
当
新
規
支
給
に

よ
る
増
、
諸
手
当
、
技
術

系
職
員
初
任
給
調
整
手
当

賃
金
支
弁
職
員
定
員
化
に

増

｣；訂年度予算一加年度予算
引刈訓洲訓引刈引研調

一一一一□、酉四一一

一一、三〈三、｜〈一一一鏑
醗
） ﾌ代§フ膏

、、

￣￣

＝プ＜

￣＝
、、

￣￣

’、＝

塵Ｉ＝

三
七
七
、
九
一
一

三四一一、一一一九ロ

ー一己、□士一一一

壱
、
ロ
ロ
Ｃ

ｌ
、
力
云
へ

六
、
蚕
ロ
ロ

〈□、一一三一

一、土』六、九一一一九

三、四三一一一、一一□

三
、
四
一
六
、
七
四
一

一一一〈一一、七一□

一一一三一、《□一

一
六
、
四
六
〈

土
、
酉
□
九

四、三三一一

六
〈
□

（１８）



慰

４
光
熱
水
料

５胤繩轆鋤維持修
三
、
医
療
関
係
費

６
医
療
費

７
患
者
用
品
費

８
医
療
機
器
整
備
費

９
学
用
患
者
費

、
患
者
食
糧
費

、
生
徒
教
材
費

、
生
徒
食
糧
費

二
物
件
的
経
費

３
校

費

２
旅

-

71’）

費

六九、□一一四

七一、一一七一一一

七
一
□
、
六
七
〈

三
一
七
、
四
一
つ

一一一、九口九

△
〈
、
九
九
三

一一〈、□三八

一三□、一一三九

一一、□一一一□

土
、
□
□
三

六
九
〈
、
九
一
へ

三雲〈、《一一’

三
、
六
□
□

研
究
関
係
標
準
予
算
に
対

し
一
五
％
増
一
毛
、
一
一
一
三

研
究
生
経
費
二
○
％
の
増

一一、雲二一一一

特
殊
装
置
維
持
費
の
増

一一土、一一六

患
者
診
療
管
理
的
経
費
の

増
一一一〈、六一一一〈

新
規
事
項
に
と
も
な
う
経

費
の
増

一一一一、□一一一一

本
年
度
よ
り
本
目
を
設
置

各
所
修
繕
費
、
各
所
新
営

の
増

よ
る
増

新
規
事
項
に
と
も
な
う
職

員
の
増
員
に
よ
る
増

診
療
科
の
増
設
、
中
央

検
査
部
、
手
術
部
の
新

設
、
衛
生
検
査
技
師
学

校
の
増
設
、
診
療
要
員

の
増

教
育
研
究
旅
費
標
準
予
算

に
対
し
五
％
引
上
に
よ
る

増
七
一
七

新
規
増
員
等
に
伴
う
増
及

５
％
増

酉、〈〈一一一

一縁一癖麺

一一一七〈、六□一一

一一四〈、一一〈四

六、六ロハ、四四一一

四、セロゼ、一一一一一一一

一一一一一一、七一一

麦一一一一一、一一六〈

’一〈土、□’一一四

〈
三
三
、
土
□
七

一□、〈一一一六

〈〈、一一一七一一一

一一、毒一九、亘三〈

一、〈土一一、一セーー

四
一
、
土
六
九

一一一□九、三七〈

一
七
七
、
□
一
一

三
、
〈
九
七
、
壱
六
四

四、一〈土、土□一一一

一一□、〈□一一

六一一一一一、一一六一

一一《□、九七六

七
□
三
、
六
四
〈

〈
、
く
つ
六

七九、一一一六〈

一、へ一一口、’四□

｜、一一一一一一一一一、三五一

一一一麦、一一一云九

三
、
そ
の
他

一
一
、
物
件
的
経
費

３
校

費

一
、
人
件
的
経
費

１
俸
給
手
当
な
ど

４
光
熱
水
料

５
各
所
新
営
費

２
旅 区
分
ｌ属
研
究
所

三
、
付
置
研
究
所
の
分
（
△
印
は
減
）

〈麹一職》
■賛

一一一、一一一六

△
二
｜
、
七
一
七

増
加
額千
円

一、□三六、一一一一一一一一一

四一一一〈、三一雪

酉
垂
苣
、
ロ
ー
麦

一一一四三、七一一一〈

一一一一一七、土ご□

一一一一一、雲〈□

一七、〈一一一〈

研
究
関
係
標
準
予
算
に
対

し
一
五
％
増
一
盃
、
七
一
一
九

特
殊
装
置
運
転
経
費
増

一一一一、三六□

大
学
院
強
化
に
よ
る
専
攻

学
生
経
費

一一一一、一一一一壱

研
究
用
機
器
整
備
巴
、
六
一
一
一

新
規
事
項
に
伴
う
経
費
の

増
一一一一一一一、〈七九

本
年
度
よ
り
本
目
設
置

前
年
度
限
り
の
終
了
の
も

の
あ
る
に
よ
る

賃
金
支
弁
職
員
の
定
員
化

に
よ
る
増
、
初
任
給
調
整

手
当

新
規
事
項
に
伴
う
職
員
増

原
子
炉
実
験
所
の
新
設

研
究
所
創
設
（
経
済
研

究
所
、
海
洋
研
究
所
）

宇
宙
科
学
研
究
の
部
門

新
設
、
研
究
部
門
の
新

設
整
備
、
特
殊
装
置
運

転
要
員
の
増
員
な
ど

研
究
用
旅
費
標
準
予
算
に

対
し
五
％
増
「
莵
酉

新
規
増
員
等
に
伴
う
五
％

増
一
六
、
□
四
四

mli

→
翰

『
鏑

一一一、ｌＣＣ、六□一

一一一、□雲〈、一一一三セ

一一、壱《□、一一一一一一一

一一、六三壱、九一一一〈

一己一一、一九三

七九、九一一一一一

一一、一一一三七

一一一口、〈〈七

一一、六六一一、ロハ六

一一、《□一、一一一四一

一一、四一四、一一一九三

一一、一一一一一一□、□一一一〈

三一一一、一一一三一一

〈
、
一
四
一

三一一、【□四

〈函、一一一三七

（１９）



鰯
声

慰

６
受
託
研
究
費

７
受
託
研
究
員
費

四
、
特
殊
設
備
費

国
立
大
学
お
よ
び
学
校

同
付
属
病
院

同
付
置
研
究
所

国
立
工
業
教
員
養
成
所

国
立
高
等
専
門
学
校

小
計

国
立
文
教
施
設
費

国
立
文
教
災
害
復
旧
費

小
計

科
学
研
究
費

在
外
研
究
員
旅
費

内
地
研
究
員
旅
費

外
国
人
留
学
生
費

沖
繩
留
学
生
賛

小
計

育
英
お
よ
び
学
徒
援
護
関
係

国
立
学
校
職
員
共
済
組
合
負
担
金

〈
ロ

計

文
部
省
所
管
全
予
算

一
般
会
計
総
予
算

区

一一一一、一一一四四

一、一一一一一六

一
一
四
〈
、
三
口
□

分

し

物
性
研
究
所
設
備

三
□
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
設
備

一
ロ
ロ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

研
究
用
原
子
炉
購
入
及
付

属
設
備

一一一一六、ロロロ

◎
国
立
学
校
関
係
子
賛
七
ケ
年
度
表
（
単
位
千
円
）

。
〃
年
度
一
跡
年
度
一
紀
年
度
一
弘
年
度
一
認
年
度
一
銘
年
度
一
Ⅲ
年
度

雲三、ロハ一一、酉□一一一

一三、一〈九、云雲一一一一

六
、
三
〈
六
、
一
六
六
一

一一一四□、四四一一一

四六〈、一一一一一□

七
七
、
六
六
六
、
〈
九
三

一一一一、一七一一、一一一一〈

一一一七、一一七六

一一一一、一一・九、四一四

一一、雪□七、ＣＣＣ

一
九
一
、
ロ
ロ
つ

一
〈
、
土
一
六

一□一一一、セロ九

一一一一一一、七七口

一一、〈三四、四□□

六、四一一一一、九七一一

一一、四壱一、一一一一で

一□一一、六一一四、土ロハ

ーーハ土、三九土、《一一一□

一一、四一一六、くつ一、一一一一〈

慰
騨
一

四六、□五九、六一一一九

一一一、九□一一、九四〈

五
、
三
ロ
ハ
、
ロ
ハ
四

一三一一一、〈《九一□

云
酉
、
六
一
一
四
、
三
四
□

七、一六六、七九一一一ロ

ゼ、一六六、壱九一一一

一一、一九四、ロロロ

’
九
一
、
□
つ
ロ

ーハ、｜□一

七六、六一一□

一一九、七□三

一一、三□土、四一一六

五
、
四
六
六
、
〈
九
七

一一、一三九、一九《

へ｜、九一一六、〈三一一

一一四一、六一九、□九三

一、五三一一、壱七六，一一壱七

七一、《一一一一一

三
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

六
四
〈
、
五
□
□

四
九
、
三
〈
へ

一一一、七六四

四
つ
□
、
□
ご
□一一一七、九七七、一七七

一□、一一九九、Ｃｌ－Ｃ

酉、一一一四一、四一一四□□

三一一、六一七、六一二

四、一一一一一一六、七九三

三
七
、
〈
〈
六

四、一一一九四、六〈一

一
、
〈
一
九
、
四
□
六

一
六
□
、
Ｄ
Ｃ
□

六、□六一一

三六、□一一□

一一一、一三一

一一、□《一一、六一一一九

四
、
七
力
八
、
四
九
□

一
、
七
九
〈
、
四
八
壱

六
三
、
六
七
一
、
九
一
〈

一
九
四
、
七
〈
力
、
一
へ
六

一
、
三
六
九
、
六
七
四
、
七
□
一
一

次
に
最
近
七
ケ
年
度
に
お
け
る
国
立
学
校
関
係
歳
出
予
算
を
展
望
す
る
と
次
の
表
に

示
す
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
七
ケ
年
度
に
わ
た
る
数
類
に
よ
る
と
逐
年
増
加
し

こ
の
投
資
額
が
運
営
上
に
与
え
た
影
響
の
大
き
い
こ
と
教
育
研
究
の
発
展
の
著
し
い

姿
を
数
額
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一一一一一、一一一一一口、七六一一一一

〈、三一一□、七四□

一一一、〈一一一一一、ハゼニロロ

四国、六七四、一一一七八

一一一、三一一九、四八一

一〈、一一一九三

一一一、三四七、ハゼ六

一
、
三
四
六
、
□
四
四

一
《
□
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

六、一一一ハロ

ニ
ロ
、
三
□
Ｃ

ｌ〈、三〈一一

一
、
七
〈
｜
、
｜
〈
〈

四
、
六
一
一
四
、
六
□
六

一、一一一一、〈一一一一一

三
三
、
七
四
□
、
〈
ハ
ロ

’ゼロ、九一一一、一一一麦一一一

一、四一九、一一四〈、一六一一一

鶴
獺

。

一一九、□九九、一一一一〈

七
、
壱
三
六
、
三
六
三

一一一、一六一、ご酉ロロロ

四□、□一六、芒酉一一一

一一一、一□一一一、ハロ〈

一一一一、三四一

一一一、一一七、一一一四九

一、四四一一、□酉□

一
一
□
、
ロ
ロ
ロ

六、一一一〈□

一一一九、六□□

一
壱
、
ハ
ロ
ニ

ー、六一垂、〈一一雲

四℃四四三、一一三四

九□一、四一一□

三
口
、
□
九
六
、
三
九
一

一三四、一三一一一、一一ゼニ

ー、一一一一一一、一一一一土、ニローー

研
究
船
建
造
六
一
一
、
三
三

前
年
度
限
り
終
了
減一
ロ
ロ
、
ロ
ロ
ロ

一一六、九一一一四、ゼ六九一

七、’九九、一一四一一

一一、壱九九、九九一一□□

一一一六、九一一一四、ロロ一一一

一一、九八一、一一一四

一一一一、｜〈一

一一、九九四、一一一九三

一、一一一一一一、ロロロ

ー
ロ
ロ
、
一
己
□

六
、
七
一
雲

一一四、ロロロ

ー
ニ
、
六
六
六

一、一一一六〈、一一一八一

四、一一九七、芒一一一六

七一一一一一、〈三一一

四六、一一一一〈、酉一一七

一四三、七六三、六一一七

一、一一一一七、四六四、〈ハロ

鯛
一

露

一一四、四七一一、で一一一雲

六、｜一一ロ一一、□一一一

一一、
三壱〈、一

己ゼロ□

一一一一一「一一一三一一、へ三四

一一、一一六九、七一一一垂ロ

ー「一一六九、七一一一二

一、’三一一、ロロロ

セ
□
、
□
□
□

六、’’一〈一一一□□

一，一一一一〈、一一一〈一一一

画、一一一一、一一一一一ロ

セ
ロ
ー
、
’
四
〈

画
一
、
六
六
四
、
四
四
□

一一一一□、三一一一四、〈一一一〈

｜、□一一一四、六九三、三一一□

（２０）



、
關

一』“’

前
表
に
よ
っ
て
最
近
六
ヶ
年
度
間
に
お
け
る
国
立
学
校
運
営
費
の
推
移
を
見
る
と

総
表
に
お
け
る
人
件
的
経
費
は
漸
次
比
率
の
減
少
を
き
た
し
、
物
件
費
に
お
い
て
は

漸
次
比
率
が
上
昇
を
示
し
て
い
る
、
こ
の
こ
と
は
よ
う
や
く
か
つ
て
国
立
学
校
が
特

別
会
計
制
度
の
下
に
お
か
れ
て
お
っ
た
当
時
の
ご
と
く
、
人
件
費
物
件
費
が
平
衡
を

保
っ
て
お
っ
た
よ
う
に
、
平
衡
を
回
復
し
つ
つ
あ
る
傾
向
と
見
て
差
支
え
あ
る
ま
い

。
と
い
う
こ
と
は
昭
和
七
、
八
年
度
の
こ
ろ
の
予
算
に
お
い
て
人
件
費
物
件
費
の
割

合
が
、
お
お
む
ね
半
々
と
い
う
均
衡
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
て
の
こ
と
を
い

う
意
味
で
あ
る
。
お
よ
そ
大
学
に
お
け
る
研
究
費
が
き
わ
め
て
不
足
で
あ
っ
て
研
究

に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
い
う
声
が
、
新
大
学
制
度
実
施
以
来
き
び
し
く
巷
間
に
つ

た
え
ら
れ
る
の
は
人
件
的
経
費
と
物
件
的
経
費
と
の
釣
合
が
よ
く
と
れ
て
い
な
い
こ

と
に
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
去
の
事
実
か
ら
し
て
見
て
も
言
ひ

過
ぎ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
考
え
と
し
て
は
講
座
、
学
科
目
、
管
理
面
等
全

般
に
わ
た
っ
て
明
確
な
基
準
を
設
け
か
つ
こ
れ
を
法
制
化
し
て
確
固
不
動
な
積
算
法

を
と
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
大
学
の
財
政
上
の
安
定
性
の
確
保
に

人
件
的
経
費

俸
給
手
当
な
ど

旅
費

物
件
的
経
費

校
費

土
地
建
物
維
持
修
繕

お
よ
び
新
営
費

医
療
関
係
費

そ
の

他

特
殊
設
備
費

て
は
合
算
し
褐
記
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）

○
国
立
学
校
運
営
費
六
ケ
年
度
百
分
比
（
総
表
）

（
本
会
報
十
二
号
以
降
に
褐
記
し
た
予
算
小
観
中
の
予
算
額
と
本
表
金
額
と
に
お

い
て
相
異
す
る
点
は
褐
記
し
た
後
に
お
い
て
補
正
予
算
が
成
立
し
た
も
の
に
つ
い

区
分

一一 二己＝

￣（=.’、＝ノ、＝－プ竜－tま
●●●●●●●●●

全会三吾二三西蓋交％

３７

年度茄鞭一筋鞭
％

六□●一一

三
九
●
ロ

ー●一一

一一九●四

一一六●一

一一一●一一一

九
●
｜

□
●
セ

ロ
●
六

ウ

％

六
一
●
四

六口●一一一

一●一

一一〈●□

一一四●九

一一一●｜

〈
●
〈

一
●
ご

□
●
〈

３４

年度

％
六一一●〈

六
一
●
七

一●一

一一六●〈

一一一一一●一

一一一●七

〈
●
九

□
●
六

□
●
士

、銅》鴎

３３

年度
－－へ三一四一盃窒
主夫夫酋全拮上二二％

３２

年度
－－へ三－三一盃夷
人夫も夫二主二先占％

人
件
的
経
費

俸
給
手
当
な
ど

旅
費

物
件
的
経
費

校
費

土
地
建
物
維
持

離雛および新
医
療
関
係
費

そ
の
他

特
殊
設
備
費

区
分

◎
各
組
織
別
運
営
費
六
ケ
年
度
百
分
比

四九四一奎盃
＝二二

●●●●●●

二老否二三二％

一●□一一一

７
６
５
４
３
２

３
３
３
３
３
３

酉で一一夷宅
一一

二凸金凸ミー【ず％

大
学
学
校

□
●
〈き
わ
め
て
重
要
な
要
素
と
考
え
る
。

基
準
の
確
立
、
法
制
化
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
含
ん
で
お
る
こ
と
で
あ

る
か
ら
至
難
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
簡
単
な
方
式
を
得
る
に
し
て
も
歴
史
的
事
実
と
統

計
的
事
実
の
噛
み
合
せ
に
よ
っ
て
、
あ
る
種
の
基
準
は
つ
く
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ

ろ
う
が
、
無
限
的
に
生
成
発
展
す
る
教
育
、
研
究
の
た
め
に
は
あ
ま
り
固
定
化
し
た

基
準
を
作
る
こ
と
は
議
論
を
生
ず
る
こ
と
で
も
あ
り
き
わ
め
て
む
づ
か
し
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。
大
学
学
制
の
改
革
以
来
常
々
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
が
ら
大
学
財
政
の
安

定
性
、
恒
久
性
を
考
慮
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
は
色
々
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
基
本
的
対
策
の
一
つ
と
し
て
大
学
財
政
に
関
す
る
特
別
な
立

法
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
つ
て
は
大
学
お
よ
び
学
校
に
つ
い

て
は
特
別
会
計
法
を
設
け
て
お
っ
た
と
い
う
こ
と
も
反
省
の
要
素
の
最
た
る
も
の
で

あ
る
。
近
時
大
学
予
算
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
大
学
関
係
者
の
間
に
お
い
て
も
色
々

な
意
見
が
台
頭
し
て
き
て
い
る
。
大
学
運
営
に
関
す
る
予
算
に
関
し
て
私
は
前
述
し

て
あ
る
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
解
説
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
現
今
の
大
学
の
予
算
編

次
に
国
立
学
校
運
営
費
に
お
け
る
六
ケ
年
度
百
分
比
を
三
十
一
一
年
度
よ
り
組
織
別

と
総
額
を
示
す
と
次
表
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

＝六一一宅交
ロー－一

名全二二二全％

一●一一一

％
六
九
●
五

六
〈
●
芒

｜●一一

一一九●函

一一四●七

四
●
七

□
●
七 蝿
”
鏑
．
。

－こぎ－ご

画司＝‐ピ－－￣一

二二凸二二全拮％

□
●
九

－ぜ-ピ

ロ■＝プ言一一＝

＝と三二条二;七％

□
●
〈

％
’’一九●土一

一一一九●夫一一一

□●一一〈

一
六
●
三
九

一
四
●
ア
ニ

ー
●
六
四

四一一一●三つ

〃
｜
珊
一
拓
一
弘
一
銘
一
躯

％
四□●一一一

四
□
●
ロ

ロ●一一一

一
四
●
□

二
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霞

成
の
方
式
は
前
各
表
に
示
し
た
よ
う
な
形
式
は
と
っ
て
い
な
い
が
実
質
的
に
は
な
ん

ら
変
っ
て
お
る
も
の
で
は
な
い
。
昭
和
三
十
七
年
度
各
目
明
細
書
に
記
載
し
た
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
昭
和
三
十
六
年
度
以
前
の
同
書
に
比
較
検
討
す
る
に
そ
の
表
現
が
相
当

変
化
し
た
こ
と
に
気
付
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
事
孤
を
基
幹
と
し
て
科
目
別
内

容
別
に
計
上
し
て
素
人
目
に
も
或
る
程
度
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
は
或

る
程
度
の
進
歩
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
国
立
学
校
、
付
属
病
院
、
付
置
研
究
所
の

各
組
織
を
通
じ
、
管
理
に
必
要
な
経
費
、
研
究
講
義
に
必
要
な
経
費
、
特
殊
施
設
に

必
要
な
経
費
、
学
生
の
厚
生
補
導
に
必
要
な
経
費
、
設
備
な
ぴ
施
設
の
更
新
拡
充
に

必
要
な
経
費
、
学
術
研
究
に
必
要
な
経
費
、
患
者
の
診
療
に
必
要
な
経
費
、
看
護
学

校
等
に
必
要
な
経
費
、
特
別
事
業
等
に
必
喫
な
経
費
と
い
っ
た
事
狐
に
大
分
類
し
そ

の
内
容
と
し
て
は
予
算
科
目
を
主
体
と
し
て
細
分
類
の
形
態
を
と
っ
て
編
成
内
容
を

示
す
に
至
っ
た
。
多
一
年
話
題
に
な
っ
て
お
っ
た
管
理
的
経
費
、
教
育
研
究
的
経
費
、

事
業
的
経
費
な
ど
に
一
応
分
類
し
て
基
礎
的
な
表
現
を
と
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
ら
予
算
に
計
上
さ
れ
た
研
究
税
、
学
生
経
費
で
あ
っ
て
も
凡
て
直
接
的

経
費
と
し
て
の
研
究
教
育
用
の
費
用
と
な
っ
て
お
る
も
の
で
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な

内
容
を
包
括
し
て
積
算
さ
れ
て
お
る
も
の
数
青
研
究
に
関
連
す
る
管
理
的
経
費
も
組

込
ま
れ
て
お
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
中
に
教
育
や
研
究
の
直
接

的
に
使
用
さ
る
べ
き
部
分
が
幾
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
明
瞭
で
は
な
い
。
む
し

ろ
積
算
内
容
そ
の
も
の
よ
り
も
各
大
学
が
配
当
を
受
け
て
後
、
そ
の
大
学
の
事
情
や

規
模
や
慣
行
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
勘
案
し
て
学
内
配
当
予
算
を
計
画
し
実
施
し
て

お
る
の
で
あ
る
か
ら
各
大
学
共
夫
々
異
な
っ
た
見
解
を
も
ち
様
々
な
の
で
あ
る
。
予

算
の
編
成
は
一
率
で
あ
っ
て
執
行
に
つ
い
て
の
大
学
相
互
の
比
較
は
困
難
な
こ
と
で

あ
り
実
態
調
整
の
結
果
に
よ
っ
て
も
最
後
的
な
き
め
手
を
掴
む
に
は
相
当
長
年
度

間
に
お
け
る
統
計
的
調
査
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
研
究
費
の
分
析

は
至
難
な
も
の
が
あ
る
。
単
に
研
究
費
と
い
う
て
世
間
に
も
概
念
的
に
は
容
易
に
理

解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
、
研
究
費
を
細
分
す
る
と
か
え
っ
て
難
か
し
い
説
明
を
要

す
る
ば
か
り
で
な
く
多
年
に
わ
た
っ
て
用
い
て
き
た
こ
と
の
方
が
い
た
ず
ら
な
混
乱

を
起
さ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
理
由
も
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に
し
て
も
現

在
の
よ
う
に
永
い
間
の
慣
行
に
よ
っ
て
予
算
の
編
成
が
行
わ
れ
て
お
る
こ
と
も
前
に

述
べ
た
よ
う
に
基
準
が
明
確
化
さ
れ
な
い
限
り
け
だ
し
止
む
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
改
善
方
法
に
つ
い
て
は
年
々
と
り
お
こ
な
わ
れ
て
は
い
る
が
、
す
っ
き
り

慰
總
》

し
た
こ
と
に
な
る
の
に
は
長
い
時
間
と
研
究
を
要
す
る
こ
と
で
単
な
る
恩
付
や
独
断

で
な
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
研
究
費
に
つ
い
て
は
要
は
絶
対
顔
が
未
だ
少
な
い

の
で
あ
る
と
い
う
一
語
に
つ
き
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
翻
っ
て
使
用
す
る
方
の

側
の
研
究
者
か
ら
は
予
算
の
仕
組
み
ど
お
り
の
額
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の

よ
う
に
使
用
さ
せ
な
い
の
は
不
都
会
で
あ
る
と
い
う
論
議
は
相
変
ら
ず
行
は
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
純
研
究
費
の
姿
が
明
瞭
で
な
い
た
め
兎
角
物
議
の
種
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
一
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
年
度
予
算
に
お
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り

多
少
の
変
革
を
加
え
て
各
目
明
細
書
に
は
是
正
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
、

さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
要
が
あ
る
と
思
う
。

昭
和
の
初
期
に
お
い
て
は
大
学
の
数
も
研
究
所
の
数
も
付
属
病
院
の
数
も
現
在
と

比
較
す
る
と
少
な
く
、
学
問
研
究
に
従
事
す
る
教
官
も
金
の
こ
と
に
つ
い
て
は
関
心

は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
い
う
な
れ
ば
大
学
総
長
と
か
学
部
長
に
委
せ
き
り
で
表

立
っ
て
あ
ま
り
論
議
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
大
学
、
学
校
共
特
別
会

計
法
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
お
っ
て
大
学
学
校
の
自
主
性
が
可
成
は
っ
き
り
し
て
い

た
上
に
、
い
わ
ゆ
る
人
件
的
経
費
と
物
件
的
経
費
が
あ
る
程
度
平
衡
を
保
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
り
、
研
究
に
つ
い
て
も
個
人
的
研
究
が
重
視
さ
れ
て
お
っ
て
、
今
日
の
よ

う
に
総
合
研
究
と
か
共
同
研
究
と
か
の
態
勢
は
少
な
か
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
因
子
で

あ
ろ
う
。
表
示
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
に
逐
年
改
善
の
途
を
辿
っ
て
は
お
る
が
十
分
な

状
態
に
達
す
る
ま
で
に
は
相
当
の
年
月
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
科
学
技
術
振
興

と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
理
工
系
に
お
け
る
拡
充
は
年
々
進
ん
で
お
る
が
大
学
全
体
に

対
し
て
平
衡
を
失
は
な
い
よ
う
配
慮
し
研
究
費
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
抜
本
的
に
改

善
を
加
え
る
こ
と
は
大
学
管
理
運
営
に
稗
益
す
る
こ
と
が
大
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の

で
あ
る
。

付
大
学
関
係
歳
入
予
算
に
つ
い
て

昭
和
三
十
七
年
度
文
部
省
主
管
歳
入
予
算
中
国
立
学
校
、
大
学
付
属
病
院
、
付
置

研
究
所
な
ど
に
関
係
す
る
も
の
は
お
お
む
ね
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
国
立
大
学
な

ど
の
一
一
一
十
七
年
度
歳
出
予
算
額
七
百
七
十
六
億
六
千
六
百
八
十
九
万
五
千
円
の
う
ち

自
体
歳
入
予
算
額
百
五
十
六
億
五
百
六
十
六
万
四
千
円
の
差
額
六
百
二
十
億
六
千
百

一
一
十
三
万
一
千
円
は
政
府
支
出
金
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
歳
出
予
算
の
お
よ
そ
一
一
○

・
○
九
％
が
収
入
支
弁
に
相
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

露
騨

露
鏑一一

（２２）
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宿

料

病
院
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入

受
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査
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お
よ
び
役

務
収
入

物
品
売
払
収
入

用
途
指
定
寄
付
金
収
入

〈
口

計

最
近
七
ケ
年
度
に
お
け
る
国
立
大
学
関
係
歳
入
予
算
を
参
考
の
た
め
次
に
褐
記
す

授
業
料
お
よ
び
入
学
検
定
料
な
ど

寄
宿

料

病
院

収
入

受
託
調
査
試
験
お
よ
び
役
務
収
入

物
品
売
払
収
入

用
途
指
定
寄
付
金
収
入

〈
ロ

計

区

◎
国
立
大
学
関
係
歳
入
予
賛
額
表

分

酉
□
、
土
〈
一

一一一、四七四、九《表
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七
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三
ロ
ロ

ー
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六
□
三
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六
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四

師
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予
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一
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千
円
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口
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土
〈
一
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七
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□

一
三
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六
□
三
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云
云
酉

酉
□
、
〈
七
己
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七
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、
三
□
七

去
、
七
三
〈

一
一
一
、
九
一
〈
、
九
九
四

『
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、
〈
七
□
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九
一
、
ご
国
〈

三
四
三
℃
垂
一
〈
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七一一一、一一一九一一

四
〈
六
、
〈
ロ
ハ

一一、一一一一一九

九、垂壱一一、九一一一三

考

酉』、一一一九麦

六、□一一一〈、一一一九一一一
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〈
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ハ
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《
一
四
、
三
一
一
八 慰
慰
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汐
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会 計報 告
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{皇騨耀貝鍋｝昭和36年度 決算
国立大学協会

目｜当初予算額|予算現額|決算額艤雲霞昆簔科 摘 要

3,20M毘ｌＭ08,0用'3川3塁歳入の部
2,399

製鮒灘
1．会費

2．預金利子

3．前年度繰越額

2,482,000

４０，０００

686,000

72大学合計０

２，０４８

３５１

P

歳出の部’3,208,00013,208,000'2,319,2401888,760 』緑一雨
ｒ

Ａ事業費’1,174,75011,174,75011,005,3521169,398

1．総会費

2．役員会費

3．委員会費

4．会報発行費

5．調査研究費

400,000

24,750

150,000

100,０００

５００，０００

400,000

24,750

150,000

120,00０

４８０，０００

327,335

12,053

104’134

110,930

450,900

72,665

12,697

45,866

９，０７０

２９，１００

会報第20号，２１号
調査研究費より流用増２万円
会報発行費へ流用減２万円

Ｂ事務費’1,105,000'1,105,00011,046,496158,504

職員３人分
印刷費より流用増３万円

諸
備
借
消
印
通
旅
庁

●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
５
６
７
８

給与

品費

用料

耗品費

刷費

信贄

費

用諸費

850,000

５，０００

２５，０００

15,000

９０，０００

６０，０００

３５，０００

２５，０００

880,000

５，０００

２５，０００

１５，０００

６０，０００

６０，０００

３５，０００

２５，０００

874,160

２，０００

１９，０００

１１，８４０

５３，７６３

４１，４５８

３２，５９０

１１，６８５

５，８４０

３，０００

６，０００

３，１６０

６，２３７

１８，５４２

２，４１０

１３，３１５

諸給与へ流用減３万円

鰯

了
》
關

Ｃ予備費’928,2501928,2501267,3921660,858
Ｃ

翌年度操越額 891,1591891,159

？

財産目録 昭和37年３月３１日現在
国立大学協会

Ｌ資金現在額

（１）定期預金（50万円１口）

②通知預金（30万円１口）

③普通預金

500,000円

300,000円

91,159円
慰

合 計 891,159円
I感)

2．備品台帳総計額

公印，書庫，書棚，謄写版，名栗，石油コンロ，窓日除，

書籍，書類整理箱等２８点 64,080円

（２５）



鱗鶴離｝{皇
鶴

予算案

国立大学協会

昭和37年度

鰯

要摘額金

部’３，４１３，０００円,

72大学合計額(鰄皐瀞禦数と34年度国立学校決算額との）2,482,000

４０，０００

８９１，０００

費
子
額

部’３，４１３，０００ｈＵ

費’1,294,750

１回20万円（懇親会，茶菓弁当など）年２回分

役員など33人１人250円１回8,250円年３回分
委員など20人１人250円１回５，０００円年３０回分
１回６万円（510部）年２回分

委員会等調査及び研究に要する費用（手当，車代，旅費等）

400,000

24,750

150,000

120,000

600,０００

費
費
費
費
費

慰
鯛

贄’1,210,0003

給料75万円（職員２人,１人年額平均37万５千円，賞与，昇給を含む）

斐雫藝会尖濤享彊受
総会場借用（ワイヤレスマイク使用などを含む）

会報以外の諸印刷（タイプを含む）

900,000

４０，０００

４０，０００

２０，０００

９０，０００

６０，０００

３５，０００

２５，０００

与
費
料
費
費
費
費
費 都内出張５千円を含む

ストーブ燃料，図書，新聞，修繕，茶など

908,2501大部分翌年度に操趣して，年度当初の費用等に充当賛
鰯

關

、

Ｌ

､鰯

鰯

（２６）



慰四
、
彙

報

Ｉ
国
立
大
学
協
会
会
則

第
一
章
総

貝

第
一
ヱ
ネ
本
会
は
、
国
立
大
学
協
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
、
国
立
大
学
相
互
の
緊
密
な
連
絡
と
協
力
に
よ
り
、
そ
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

｜
国
立
大
学
の
振
興
に
つ
き
必
要
な
調
査
研
究

二
教
授
お
よ
び
研
究
上
に
お
け
る
大
学
相
互
の
協
力
授
助
に
関
す
る
事
項

三
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

第
四
条
本
会
の
事
務
所
は
、
東
京
都
東
京
大
学
構
内
に
置
く
。

第
二
章
全

目
貝

第
五
条
本
会
は
、
国
立
大
学
を
会
員
と
し
て
組
織
す
る
。

第
三
章
役

員

第
六
条
本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

｜
会

長
一
人

二
副
会
長

二
人

三
理

事
二
十
一
人
（
会
長
、
副
会
長
を
含
む
）

四
監

事
二
人

第
七
条
理
事
お
よ
び
監
事
は
、
総
会
で
会
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

２
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

第
八
条
役
員
の
職
務
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

一
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

二
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を

代
理
す
る
。

三
理
事
は
、
理
事
会
を
組
織
し
、
本
会
運
営
に
関
す
る
事
項
を
処
理
す
る
。

－

１１?；》

．録
ｒ
一
雨

附
則

第
十
八
条
こ
の
会
則
は
、
昭
和
一
一
十
五
年
七
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

会
則
改
正
第
六
条
昭
和
三
十
五
年
六
月
十
七
日
（
第
一
一
十
回
総
会
）

副
会
長
一
名
お
よ
び
理
事
七
名
増
員

四
監
事
は
、
会
計
を
監
査
す
る
。

第
九
条
役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
選
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
補
欠
に
よ
っ
て
就
任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
四
章
会

議

第
十
条
本
会
の
会
議
は
、
総
会
お
よ
び
理
事
会
と
す
る
。

２
総
会
お
よ
び
理
事
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
総
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け

れ
ば
議
事
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
議
事
は
、
す
べ
て
出
席
者
の
過
半
教
で
定
め
る
。

第
十
一
条
総
会
は
、
毎
年
一
回
会
長
が
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
会
長
が
必
要
と
認

め
た
と
き
ま
た
は
会
員
十
名
以
上
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
は
、
臨
時

に
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
会
長
は
、
総
会
の
議
長
と
な
る
。

第
十
二
条
理
事
会
は
毎
年
二
回
以
上
会
長
が
招
集
す
る
。

２
会
長
は
理
事
会
の
議
長
と
な
る
。

第
十
三
条
特
別
の
事
項
を
調
査
研
究
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
は
、

理
事
会
の
議
を
経
て
、
特
別
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
会

計

第
十
四
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
十
五
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日

で
終
る
。第
六
章
雑

Ⅱ貝

第
十
六
条
こ
り
会
則
の
改
正
は
、
総
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
本
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
た
め
、
理
事
会
の
議
を
経
て
必
要
な
職
員
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

鯛
》
『
ｓ

》蝿
、
‐
Ⅲ

慰
關

（２７）



２
国
立
大
学
協
会
役
員
一
覧
表

会
長
（
理
事
）

副
会
長
（
〃
）

副
会
長
（
〃
）

理
事〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

藍
事〃

３
各
常
置
委
員
会
委
員
一
覧
表
（
不
順
）

》
第
一
常
置
委
員
会
（
大
学
の
組
織
、
制
度
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

平
沢

興
（
京
都
大
）

轤
一

慰
一

福高福本遠久三森赤松四石高朝黒山伊黒山杉平森茅

（
昭
和
三
十
七
年
五
月
現
在
）

誠
司
（
東
京
大
）

戸
辰
男
（
広
島
大
）

沢
興
（
京
都
大
）

野
目
晴
貞
（
北
海
道
大
）

極
三
郎
（
帯
広
畜
産
大
）

川
利
雄
（
東
北
大
）

藤
辰
治
（
新
潟
大
）

内
俊
吉
（
東
京
工
業
大
）

沢
清
（
横
浜
国
立
大
）

永
振
一
郎
（
東
京
教
育
大
）

坂
正
顕
（
東
京
学
芸
大
）

橋
雅
義
（
金
沢
大
）

万
博
（
肢
阜
大
）

坂
佐
一
（
名
古
屋
大
）

堀
四
郎
（
大
阪
大
）

沢
三
郎
（
大
阪
外
国
語
大
）

浦
百
重
（
烏
取
大
）

保
佐
士
美
（
高
知
大
）

城
寺
宗
徳
（
九
州
大
）

田
弘
人
（
熊
本
大
）

田
得
志
（
鹿
児
島
大
）

橋
泰
蔵
□
橋
大
）

田
敬
太
郎
（
神
戸
大
）

「

籔
騨
一

委
員〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

第
一
一
常
置
委
員
会

委
員
長

委
員〃〃〃〃〃〃〃

第
一
二
常
置
委
員
会

委
員
長

委
員〃〃

蕊
繍
》
郵
一

伊
藤
武
男
（
信
州
大
）

三
雲
次
郎
（
山
梨
大
）

久
米
叉
三
（
お
茶
の
水
女
子
大
）

福
田
敬
太
郎
（
神
戸
大
）

遠
城
寺
宗
徳
（
九
州
大
）

本
田
弘
人
（
熊
本
大
）

野
村
武
衛
（
三
重
大
）

黒
沢

漬
（
横
浜
国
立
大
）

香
川
冬
夫
（
愛
媛
大
）

市
川
禎
拾
（
山
ロ
大
）

今
中
次
暦
（
佐
賀
大
）

渡
辺
万
次
郎
（
秋
田
大
）

関
口

勲
（
山
形
大
）

加
茂
儀
一
（
小
樽
商
科
大
）

水
野
敏
雄
（
島
根
大
）

樋
口
盛
一
（
岩
手
大
）

（
学
科
課
程
、
入
学
試
験
な
ど
に
関
す
る
問
題
）

黒
川
利
雄
（
東
北
大
）

藤
岡
由
夫
（
埼
玉
大
）

長
谷
川
秀
治
（
群
馬
大
）

伊
藤
辰
治
（
新
潟
大
）

渡
辺

寧
（
静
岡
大
）

久
保
佐
士
美
（
高
知
大
）

大
倉
三
郎
（
京
都
工
芸
繊
維
大
）

四
万

博
（
肢
阜
大
）

甲
斐
三
郎
（
宮
崎
大
）

（
学
生
の
補
導
に
関
す
る
問
題
）

都
崎
雅
之
助
（
茨
城
大
）

児
玉
桂
三
（
徳
島
大
）

草
場

勇
（
大
分
大
）

後
藤

漬
（
和
歌
山
大
）

騨
一

鞠
一

（２８）



鶴
〃〃〃〃〃

第
四
常
置
委
員
会

委
員
長

、
委
負

〃〃〃〃〃

第
五
常
置
委
員
会

鼠
委
員
長

・
委
員

〃〃〃〃

第
一
〈
常
置
委
員
会

委
員
長

姜
員〃〃〃〃〃〃〃〃

￣

ｲﾘ19,

三
浦
百
重
（
烏
取
大
）

妻
木
徳
一
（
九
州
工
業
大
）

森
沢
三
郎
（
大
阪
外
国
語
大
）

丼
上
吉
之
（
東
京
農
工
大
）

朝
永
振
一
郎
（
東
京
教
育
大
）

（
学
生
の
厚
生
に
関
す
る
問
題
）

北
村
精
一
（
長
崎
大
）

石
橋
雅
義
（
金
沢
大
）

桟
井
栄
資
（
東
京
商
船
大
）

関
根

隆
（
東
京
水
産
大
）

野
尻
重
雄
（
京
都
学
芸
大
）

岡
田
正
弘
（
東
京
医
科
歯
科
大
）

佐
藤

煕
（
弘
前
大
）

（
大
学
間
の
協
力
に
関
す
る
問
題
）

赤
堀
四
郎
（
大
阪
大
）

横
田
嘉
右
衛
門
（
富
山
大
）

小
塚
新
一
郎
（
東
京
芸
術
大
）

落
合
太
郎
（
奈
良
女
子
大
）

服
部
静
夫
（
岡
山
大
）

山
本

勇
（
電
気
通
信
大
）

（
大
学
財
政
に
関
す
る
問
題
）

杉
野
目
晴
貞
（
北
海
道
大
）

小
川
芳
男
（
東
京
外
国
語
大
）

山
極
三
郎
（
帯
広
畜
産
大
）

小
牧
実
繁
（
滋
賀
大
）

阿
部
久
次
（
福
島
大
）

高
橋
泰
蔵
□
橋
大
）

山
内
俊
吉
（
東
京
工
業
大
）

松
坂
佐
一
（
名
古
屋
大
）

佐
藤
知
雄
（
名
古
屋
工
業
大
）

大
泉
行
雄
（
香
川
大
）

Ｐ

ｒ
慰
一
鞠

４
第
一
常
置
委
員
会
小
委
員
会
委
員
一
覧
表

萩
原
雄
祐
（
字
都
宮
大
）

〃

長
谷
川
万
一
口
（
福
井
大
）

〃

小
谷
信
市
（
神
戸
商
船
大
）

〃

大
坪
一
昌
久
太
郎
（
室
蘭
工
業
大
）

〃〃
福
田
得
圭
。
（
鹿
児
島
大
）

第
七
常
置
委
員
会
（
教
員
養
成
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

北
川
久
五
郎
（
大
阪
学
芸
大
）

委
員

武
田
一
郎
（
北
海
道
学
芸
大
）

高
坂
正
顕
（
東
京
学
芸
大
）

〃

谷
川
久
治
（
千
葉
大
）

〃

佐
藤
匡
玄
（
愛
知
学
》
云
大
）

〃

稲
荷
山
資
生
（
奈
良
学
茎
云
大
）

〃

玖
村
敏
雄
（
福
岡
学
彗
云
大
）

〃

５
各
専
門
委
員
一
覧
表

専委委
〃門〃〃〃〃〃〃〃員
委員長
員

第
三
常
置
委
員
会
専
門
委
員

田
口
啓
作

北
海
道
大
学
学
生
部
長

癖
穆

》
繩

平
沢

輿
（
京
都
大
）

三
雲
次
郎
（
山
梨
大
）

久
米
又
三
（
お
茶
の
水
女
子
大
）

遠
城
寺
宗
徳
（
九
州
大
）

野
村
武
衛
（
三
重
大
）

黒
沢

漬
（
横
浜
国
立
大
）

関
口

勲
（
山
形
大
）

香
川
冬
夫
（
愛
媛
大
）

本
田
弘
人
（
熊
本
大
）

相
良
惟
一
（
京
都
大
学
教
授
）

久
保
正
幡
（
東
京
大
学
教
授
）

い
、

『”
欠爾．

（２９）



鰯

水
野
弥
彦

柏
木

嵩

加
藤
橋
夫

池
本
義
夫

芦
田
譲
治

柏
木
千
秋

平
塚
錦
平

原
俊
之

坂
井

函室

第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員

付
尾

誠

宮
田
尚
之

佐
々
木
志
郎

阿
部
三
亥

平
井
信
義

行
元
自
忍

在
原
千
秋

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
）

第
六
常
置
委
員
会
専
門
委
員

鶴
田
酒
造
雄

佐
藤
窓
三

つ
福
田
信
夫

藤
野

正

６
要
望
書
の
提
出
（
第
二
十
三
回
総
会
）

国
立
大
学
協
会
第
二
十
一
一
一
回
総
会
（
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
十
七
日
、
十
八
日
開

催
）
の
決
議
に
基
ず
き
、
次
に
掲
載
の
と
お
り
、
要
望
書
（
３
種
）

工一一一｜洲酬舵冊鮎岬鮒繩匡蚊吋伽設整備費の増額について

鰯

東
北
大
学
学
生
部
長

千
葉
〃
〃

東
京
〃
〃

東
京
教
育
〃
〃

京
都
〃
〃

名
古
屋
〃
〃

広
島
〃
〃

九
州
〃
〃

茨
城
〃
〃

東
京
大
学
学
生
保
健
診
療
所
長

京
都
大
学
保
健
診
療
所
長

北
海
道
大
学
事
務
局
保
健
課
長

東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
教
授

お
茶
の
水
女
子
大
学
学
生
部
長

鳥
取
大
学
学
生
部
長

東
京
水
産
大
学
学
生
部
長

東
京
大
学
事
務
局
長

東
京
工
業
〃

東
京
教
育
〃

一
橋

〃鯵
鰯
．

二
、
大
学
教
官
の
待
過
改
善
に
つ
い
て

２
（
二
、
教
官
の
た
め
の
公
務
員
宿
舎
増
設
に
つ
い
て

３
大
学
等
研
究
機
関
に
お
け
る
教
育
者
研
究
者
の
人
材
養
成
計
画
に
つ
い
て

を
作
成
し
〔
左
記
宛
こ
れ
を
提
出
し
た
。
こ
の
提
出
先
の
中
、
文
部
大
臣
、
大
蔵
大

臣
及
び
、
人
事
院
総
裁
不
在
の
た
め
同
院
事
務
総
長
に
対
し
て
は
、
茅
会
長
、
森
戸

副
会
長
、
杉
野
目
委
員
長
、
鶴
田
事
務
局
長
が
同
行
、
要
望
書
を
持
参
、
直
接
面
談

の
上
手
交
し
た
。
但
し
、
第
３
項
の
人
材
養
成
計
画
に
つ
い
て
の
要
望
書
は
、
文
部

大
臣
、
同
政
務
次
官
、
同
事
務
次
官
、
同
大
学
学
術
局
長
だ
け
に
提
出
し
た
。

提
出
先

文
部
大
臣

荒
木
万
寿
夫

政
務
次
官

長
谷
川

酸

事
務
次
官

締
方
信
｜

大
学
学
術
局
長

小
林
行
雄

管
理
局
長

福
田

繁

官
房
長

天
域

勲

会
計
課
長

安
島

弥

人
事
課
長

宮
地

茂

大
蔵
大
臣

水
田
三
富
男

政
務
次
官

天
野
公
義

政
務
次
官

堀
本
宣
寛

事
務
次
官

石
原
周
夫

主
計
局
長

石
野
信
｜

主
計
局
次
長

谷
村

裕

主
計
宮

谷
川
寛
三

人
事
院
総
裁

入
江
誠
一
郎

事
務
総
長

吉
岡
恵
一

人
事
宮

中
御
門
経
民

人
事
官

神
田
五
雄

給
与
局
長

滝
本
忠
男

要
望

聿
曰

国
立
大
学
協
会
は
、
昭
和
一
一
一
十
六
年
十
一
月
十
七
。
十
八
日
第
二
十
三
回
総
会
を

櫻
蝋

ｑ
っ

已

蝋
》

鶴
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鏑

開
き
国
立
大
学
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
が
、
同
総
会
の
決
議

に
基
づ
き
、
特
に
次
の
二
項
目
に
つ
い
て
は
、
目
下
関
係
当
局
で
昭
和
三
十
七
年
度

の
予
算
が
審
議
さ
れ
て
い
る
際
で
も
あ
り
、
問
題
の
緊
急
か
つ
重
要
性
に
鑑
み
、
そ

の
実
現
方
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
す
。記

一
、
昭
和
三
十
七
年
度
国
立
文
教
施
設
整
備
費
の
増
額
に
つ
い
て

本
協
会
は
、
予
て
国
立
大
学
施
設
整
備
緊
急
五
ケ
年
計
画
の
一
環
と
し
て
昭
和

三
十
七
年
度
に
お
け
る
国
立
文
教
施
設
整
備
費
の
増
額
を
要
望
し
て
き
た
が
、
こ

の
こ
と
は
、
現
在
全
国
立
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
の
随
路
で
あ
り
、
ま
た
早

急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
急
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
科
学
技
術
振

興
の
要
請
に
伴
な
い
、
そ
の
実
現
は
非
常
に
緊
迫
し
て
お
り
、
現
状
の
ま
ま
推
移

す
る
こ
と
は
科
学
技
術
振
興
の
施
策
は
も
と
よ
り
。
現
在
施
設
不
備
の
た
め
阻
害

さ
れ
て
い
る
教
育
と
研
究
の
完
成
さ
え
も
不
可
能
と
な
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り

も
明
ら
か
で
あ
る
。

従
来
、
他
の
文
教
施
策
の
実
施
に
伴
な
い
国
立
文
教
施
設
整
備
費
が
制
約
を
う

け
、
国
立
大
学
の
施
設
整
備
に
支
障
を
き
た
し
た
事
例
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
が
、

国
立
大
学
の
現
状
は
、
授
業
お
よ
び
研
究
施
設
の
不
足
と
老
朽
建
物
の
放
置
は
も

と
よ
り
学
生
の
補
導
に
必
要
な
基
本
的
施
設
（
学
生
会
館
、
学
生
診
療
所
等
）
さ

え
も
殆
ん
ど
な
い
。
こ
の
よ
う
に
教
育
と
研
究
が
著
し
く
阻
ま
れ
て
い
る
実
情
を

更
め
て
認
識
さ
れ
、
昭
和
一
一
一
十
七
年
度
に
お
い
て
所
要
額
一
一
百
二
十
七
億
円
（
一
一

十
四
万
坪
）
を
是
非
と
も
予
算
化
し
施
設
整
備
緊
急
五
ヶ
年
計
画
が
完
全
に
実
施

で
き
る
よ
う
措
置
さ
れ
た
い
。

二
、
教
官
研
究
費
の
増
額
に
つ
い
て

最
近
の
学
問
の
急
激
な
進
歩
に
伴
な
い
、
研
究
方
法
は
精
密
複
雑
化
し
、
研
究

量
も
著
し
く
増
大
し
て
い
る
が
、
教
官
研
究
費
は
、
終
戦
前
の
水
準
相
当
額
に
も

達
し
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
わ
が
国
の
科
学
発
展
の
基
盤
で
あ
る
国
立
大
学
に
お

け
る
学
術
研
究
の
水
準
の
維
持
向
上
を
望
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
憂
慮
し
て
本
協
会
は
さ
き
に
教
官
研
究
費
を
終
戦
前
の
水
準
相
当
額
に
引

き
上
げ
る
た
め
、
昭
和
一
一
一
十
三
年
度
に
お
け
る
教
官
研
究
費
の
一
一
一
倍
増
を
一
応
の

目
標
と
し
て
そ
の
実
現
方
を
要
望
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
に
お
い
て
教
官
研
究
費
所
要
額
約
百
一
一
十
九
億

鰯

『

慰・
７
鯛

円
を
予
算
化
し
、
一
応
当
初
の
目
標
額
を
達
成
す
る
よ
う
措
置
さ
れ
た
い
。

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
廿
九
日

国
立
大
学
協
会

会
長
茅
誠
司

殿

要
望

重曰

国
立
大
学
協
会
は
、
昭
和
一
一
一
十
六
年
十
一
月
十
七
・
十
八
日
第
二
十
一
一
一
回
総
会
を

開
き
、
国
立
大
学
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
が
、
同
総
会
の
決

議
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
の
実
現
方
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

記

一
、
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

大
学
教
官
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
総
会
の
決
議
に
基
づ
き
要
望
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
当
局
の
努
力
に
よ
り
、
本
年
十
月
一
般
公
務
員
の
枠
内

で
の
給
与
改
善
を
み
た
が
、
教
官
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
主
と
し
て
初
任
給

お
よ
び
初
任
給
調
整
手
当
に
つ
い
て
若
干
の
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
三

十
七
年
度
予
算
概
算
に
お
い
て
は
、
大
学
院
研
究
科
担
当
手
当
の
増
額
初
任
給
調

整
手
当
の
支
給
範
囲
の
拡
大
等
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
当
協
会
が
多
年

要
望
し
続
け
て
き
た
、
大
学
教
官
の
職
務
の
特
殊
性
に
基
づ
く
給
与
改
訂
の
根
本

的
解
決
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
官
に
対
す
る
給
与
の
改
善
が
せ
ん
延
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最

近
大
学
教
官
の
給
与
と
民
間
給
与
の
較
差
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
大
学
に
お
け

る
教
育
研
究
の
後
継
者
と
し
て
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
益
々
困
難
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
す
れ
ば
、
将
来
わ
が
国
学
術
研
究
水
準
の
全

面
的
低
下
を
来
た
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

当
協
会
と
し
て
は
、
既
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
現
状
を
看
過

す
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
、
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
を
緊
急
に
実
現
さ
れ
る
よ
う

重
ね
て
強
く
要
望
す
る
。

二
、
教
官
の
た
め
の
公
務
員
宿
舎
増
設
に
つ
い
て

科
学
技
術
振
興
等
に
伴
な
う
学
部
学
科
叉
は
講
座
の
増
設
に
よ
り
、
教
官
が
増

員
さ
れ
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
対
応
す
る
教
官
候
補
者
の
現
状
は

教
官
の
給
与
が
低
い
た
め
、
従
来
の
よ
う
に
民
間
か
ら
求
め
る
こ
と
が
困
難
な
ば

か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
優
秀
な
人
材
は
民
間
に
流
れ
、
や
む
を
得
ず
大
学
間
に
お

爾
一
か

鞠

Ｐ

、
擢

關

（３１）



鰯

刺
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
教
官
の
た
め
の
公
務
員
宿
舎
を
増
設
し
て
、
そ
の
充
足
を
円

滑
に
し
、
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
体
制
を
緊
急
に
整
備
し
得
る
よ
う
措
置
さ

れ
た
い
。

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
廿
九
日

国
立
大
学
協
会

会
長
茅

誠
司

殿

要
望

聿
国

大
学
等
研
究
機
関
に
お
け
る
教
育
者
研
究
者
の
人
材
養
成
計
画
に
つ
い
て

最
近
に
お
け
る
わ
が
国
の
産
業
経
済
の
著
し
い
発
展
に
伴
い
研
究
お
よ
び
生
産
活

動
が
増
大
し
研
究
者
教
育
者
に
対
す
る
需
要
量
は
飛
躍
的
な
増
大
を
示
し
て
い
る
。

大
学
に
お
い
て
は
科
学
技
術
振
興
等
の
施
策
の
一
環
と
し
て
学
部
学
科
叉
は
講
座
等

の
増
設
拡
充
が
相
次
ぎ
、
そ
の
教
員
充
足
の
必
要
性
は
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
一
方
民
間
に
お
い
て
も
す
ぐ
れ
た
研
究
条
件
と
待
遇
を
も
っ
て
人
材
を
求
め
て

互
い
に
競
合
し
、
あ
る
い
は
少
壮
有
為
の
研
究
者
の
部
外
転
出
叉
は
研
究
者
の
重
要

な
供
給
源
と
し
て
の
大
学
院
に
優
秀
な
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
の
困
難
が
訴
え
ら
れ

る
等
各
種
研
究
機
関
に
お
け
る
教
育
者
研
究
者
は
近
時
甚
だ
し
く
不
足
し
、
そ
の
養

成
確
保
は
と
み
に
著
し
く
困
難
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
に
推
移
す
れ
ば
将
来
大

学
等
研
究
機
関
の
教
育
者
研
究
者
の
適
正
な
配
置
に
も
た
ち
ま
ち
事
欠
き
つ
い
に
は

わ
が
国
の
学
術
研
究
水
準
の
低
下
を
来
た
す
こ
と
は
ま
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
り
憂
慮

に
堪
え
な
い
。

文
部
省
は
こ
の
際
、
大
学
等
研
究
機
関
に
お
け
る
教
育
者
研
究
者
の
人
材
養
成
計
画

に
つ
い
て
、
長
期
的
継
続
的
見
通
し
と
確
実
な
資
料
に
甚
づ
き
、
国
公
私
立
大
学
を

通
じ
国
と
し
て
の
全
体
計
画
を
樹
立
し
、
こ
れ
に
即
応
し
て
速
か
に
少
壮
有
為
の
教

育
者
研
究
者
の
後
継
者
確
保
の
た
め
の
適
切
な
方
策
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
。

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
廿
九
曰

国
立
大
学
協
会

会
長
茅

誠
司

殿

る
に
、
た
ま
た
ま
適
任
者
を
得
て
も
住
宅
が
な
い
た
め
採
用
｝

最
近
箸
る
し
く
急
増
し
、
教
官
需
給
の
隣
路
と
な
っ
て
い
る
。

い
て
適
材
を
交
流
し
な
け
れ
ば
到
底
こ
れ
を
充
足
し
得
な
い
状
態
で
あ
る
。
し
か
７
国
立
文
教
施
設
整
備
費
増
額
に
関
す
る
懇
談
会

Ｃ
に
、
た
ま
た
ま
適
任
者
を
得
て
も
住
宅
が
な
い
た
め
採
用
不
能
と
な
る
事
例
が

電
繍

８
昭
和
三
十
七
年
度
以
降
の
大
学
卒
業
予
定
者
の

就
職
に
関
す
る
申
合
わ
せ
に
つ
い
て

昭
和
一
一
一
十
六
年
十
一
月
十
六
日
（
第
一
一
十
三
回
総
会
開
催
日
の
前
日
）
午
前
八
時
三

十
分
よ
り
十
時
ま
で
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
。
ホ
テ
ル
新
館
二
階
第
二
十
一
号
室
に
お
い

て
特
に
昭
和
三
十
七
年
度
国
立
文
教
施
設
整
備
費
増
額
に
つ
い
て
懇
談
会
を
開
い

た
。
こ
れ
は
国
立
大
学
の
最
も
緊
急
を
要
す
る
切
実
な
要
望
で
あ
り
、
こ
の
事
に
つ

い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
九
日
付
を
も
っ
て
、
第
一
一
十
一
回
総
会
の
決
議
に

基
ず
き
当
局
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出
し
た
内
容
の
通
り
で
あ
る
。
（
会
報
第
二
十

号
第
四
四
’
四
五
頁
）

こ
の
懇
談
会
の
出
席
者
は
次
の
通
り
。

茅
会
長
、
杉
野
目
委
員
長
、
松
坂
名
古
屋
大
学
長
、
山
内
東
京
工
業
大
学
長
、
鶴
田

事
務
局
長
、
文
部
省
教
育
施
設
部
計
画
課
馬
場
事
務
官

自
民
党
文
教
調
査
会
長
坂
田
道
太
、
同
副
会
長
原
田
意
、
文
教
部
長
中
村
浦
一
郎
、

同
副
部
長
八
木
徹
雄

右
に
関
し
て
は
、
茅
会
長
か
ら
左
記
の
と
お
り
通
知
し
た
。

記

国
大
協
庶
第
一
一
一
号

昭
和
三
十
七
年
五
月
十
八
日

国
立
大
学
協
会

会
長
茅

誠
司

各
国
大
学
長
殿

拝
啓
新
緑
の
折
柄
、
い
よ
い
よ
御
清
祥
の
こ
と
と
お
よ
―
」
ろ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
さ
る
四
月
二
日
、
文
部
省
主
催
の
も
と
に
、
文
部
省
会
議
室
に
お
い
て
、

国
、
公
、
私
立
大
学
各
協
会
代
表
者
お
よ
び
業
界
代
表
者
な
ど
会
合
し
、
昭
和
三
十

七
年
度
以
降
の
大
学
卒
業
予
定
者
の
就
職
に
関
し
て
別
紙
（
同
封
）
の
と
お
り
、
申

合
わ
せ
を
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
趣
旨
に
御
替
同
下
さ
れ
、
こ
の
申
合
わ
せ
事

霜

Ｉ驫

距

［
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J1w1;ウ１
、
各
大
学
が
求
人
側
に
対
し
て
卒
業
予
定
者
を
推
薦
す
る
こ
と
は
、
事
務
系
に
つ

い
て
は
十
月
一
日
（
推
せ
ん
文
書
の
到
達
期
日
）
以
降
、
技
術
系
に
つ
い
て
は
十
月

十
三
日
（
推
せ
ん
文
書
の
発
送
期
日
）
以
降
と
す
る
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
期
日
以
前
に
行
な
わ
れ
る
求
人
側
の
個
別
的
ま
た
は
集

団
的
な
選
考
に
対
し
て
は
、
一
切
協
力
し
な
い
こ
と
。

２
、
各
大
学
が
、
公
式
ま
た
は
非
公
式
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
求
人
側
の
申
込
み
を

学
生
に
発
表
す
る
こ
と
お
よ
び
求
人
側
に
よ
る
就
職
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
、

事
務
系
に
つ
い
て
は
七
月
一
日
以
降
、
技
術
系
に
つ
い
て
は
六
月
一
日
以
降
と
す
る

こ
と
。

３
、
各
大
学
は
、
求
人
側
が
行
な
っ
た
採
用
内
定
ま
た
は
就
職
に
関
す
る
誓
約
書
で

事
務
系
に
つ
い
て
は
九
月
三
十
日
以
前
、
技
術
系
に
つ
い
て
は
十
月
十
九
日
以
前
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
就
職
指
導
上
の
責
任
を
負
わ
ず
、
学
生
の
意
思
に
よ
っ
て
、
い

つ
で
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
。

昭
和
三
十
七
年
五
月
七
日

国
立
大
学
協
会
会
長

一
矛

誠
司

公
立
大
学
協
会
会
長

永
井
雄
三
郎

日
本
秀
立
大
学
連
盟
会
長

高
村
象
平

日
本
私
立
大
学
協
会
会
長

河
野
勝
斉

私
立
大
学
懇
話
会
会
長

安
倍
能
成

項
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

申
合
わ
せ
の
内
容

国
・
公
・
私
立
大
学
お
よ
び
短
期
大
学
の
各
協
会
、
連
盟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員

校
の
賛
同
を
得
て
、
昭
和
三
十
七
年
度
以
降
の
大
学
卒
業
予
定
者
の
就
職
に
関
し
て

下
記
の
よ
う
な
申
し
合
わ
せ
を
行
な
い
、
大
学
側
の
責
任
に
お
い
て
、
そ
の
実
行
に

努
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。記

鶴

↑

ｒ
鼠
《
鏑

１１荒
木
直
躬
先
生
に
は
病
気
ご
療
養
中
の
と
こ
ろ
昭
和
三
十
七
年
一
月
一
一
一
十
日
御
逝

去
な
さ
れ
、
一
一
月
七
日
に
は
千
葉
大
学
に
お
い
て
大
学
葬
が
行
わ
れ
た
の
で
、
国
立

大
学
協
会
名
を
も
っ
て
花
環
一
基
を
供
え
、
茅
会
長
に
は
、
大
学
葬
に
出
席
な
さ
れ

弔
辞
を
呈
さ
れ
た
。

1０

金
沢
大
学
前
学
長
戸
田
正
三
先
生
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
当
協
会
の
理
事
お
よ
び
第

四
常
置
委
員
会
委
員
長
と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
六
年
九

月
一
一
十
一
一
日
ご
退
官
に
な
り
、
病
気
ご
療
養
中
逝
去
な
さ
れ
た
。
十
一
一
月
一
一
一
日
金
沢

大
学
講
堂
に
お
い
て
大
学
葬
が
行
わ
れ
た
の
で
、
国
立
大
学
協
会
名
を
も
っ
て
花
環

一
基
を
供
え
、
御
遺
族
に
対
し
、
茅
会
長
よ
り
弔
電
を
寄
せ
ら
れ
た
。

前
会
長
矢
内
原
忠
雄
先
生
に
は
、
最
初
東
大
病
院
の
木
本
外
科
に
入
院
、
手
術
を

受
け
ら
れ
、
胃
癌
が
相
当
進
ん
で
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
一
旦
退
院
な
さ
れ
、
次

い
で
、
東
大
伝
研
付
属
病
院
に
入
院
加
療
中
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
一
月

二
十
五
日
午
後
一
時
四
十
分
、
遂
に
逝
去
さ
れ
た
。

二
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
麹
町
の
女
子
学
院
で
葬
儀
が
行
わ
れ
、
二
十
八
日
に
は

東
大
の
大
講
堂
で
告
別
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
が
、
先
生
の
偉
業
を
し
の
ぶ
参
会
者
は

全
堂
に
満
ち
た
。

こ
の
日
国
立
大
学
協
会
名
を
も
っ
て
、
生
花
一
基
を
供
え
、
茅
会
長
名
を
も
っ
て

弔
辞
を
呈
し
た
。

９
前
会
長
矢
内
原
忠
雄
先
生
告
別
追
悼
式

千
葉
大
学
長
荒
木
直
躬
先
生
御
逝
去

前
理
事
戸
田
正
三
先
生
御
逝
去

Ｆ
趨
蝋
，
蝋
，

全
国
公
立
短
期
大
学
協
会
会
長

田
中
静
雄

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
会
長

松
本
生
太

録
一
雨

（３３）
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